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会
員
お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
平
素

よ
り
「
二
松
學
舍
松
苓
会
」
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

続
い
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地
で
状

況
や
対
応
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
頻

発
す
る
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
で
苦
し
む

会
員
の
皆
様
に
も
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
会
員
へ
の
影

響
は
想
像
以
上
の
も
の
で
す
。
新
入
生
は

入
学
以
来
い
ま
だ
に
一
堂
に
会
す
る
こ
と

も
な
く
、
先
輩
・
同
級
生
の
顔
も
知
ら
な

い
状
況
で
、
夢
に
見
た
大
学
生
活
は
送
れ

て
い
ま
せ
ん
。
4
年
生
の
就
職
活
動
は
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
手
探
り
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
諸
君

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い
た
め
の
経
済

的
苦
境
は
と
て
も
厳
し
く
、
今
後
の
見
通

し
も
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
年
度
の
松
苓
会
は
定
期
総
会
を
書

面
の
会
議
と
し
た
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
事

業
を
自
粛
し
て
お
り
、
節
約
し
た
経
費

200
万
円
を
学
生
会
員
の
た
め
に
寄
付
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
支
援

は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。
会
員
の
皆

様
に
も
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
寄
付

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
松
苓
会
は
、
本
年
度
か
ら
基
本
問

題
検
討
委
員
会
答
申
の
具
現
化
に
踏
み
出

す
予
定
で
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
躓
い

た
形
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
定
着
や
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
普
及

な
ど
の
新
時
代
へ
の
移
行
が
目
前
と
い
う

状
況
は
、
強
力
な
追
い
風
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
待
っ
た
な
し
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
社
会
へ
と
急
速
に
進
む
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。
松
苓
会
改
革
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
若
い
力
が
必
要
で
す
。
今

年
、
昨
年
度
の
卒
業
生
に
よ
る
「
88
期
同

期
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は

毎
年
同
期
会
が
発
足
し
ま
す
。
若
い
会
員

や
学
生
会
員
の
松
苓
会
で
の
活
躍
に
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

二松學舍松苓会
会長

葊田　克己

各
地
の
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
国
境
を
超
え
た
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
産
業
社
会
の

様
々
な
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら

に
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
有
り
方
ま
で
も

変
え
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
危
機
の
な
か
、
本
学

の
教
育
活
動
も
、
学
生
の
立
ち
入
り
禁
止

期
間
や
そ
れ
の
一
部
解
除
、
施
設
内
感
染

対
策
を
施
し
た
上
で
の
対
面
授
業
等
を
実

施
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
で
春
学
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。
感
染

拡
大
の
な
か
、
特
に
都
心
に
位
置
す
る
本

学
の
教
育
環
境
に
応
じ
た
感
染
対
策
が
特

に
必
要
と
な
り
、
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
る
こ
と
で
、
対
面
で
あ
る
べ
き
教

育
活
動
の
質
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

か
つ
学
生
た
ち
の
安
全
に
配
慮
し
た
い
と

考
え
て
き
ま
し
た
。

秋
の
学
期
以
降
は
、
本
学
独
自
の
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
基
本
的
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
併
用
授
業
の
実
施

を
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
学
の
教

育
と
し
て
は
対
面
授
業
が
基
本
で
あ
り
、

学
生
た
ち
が
育
つ
場
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ

ス
空
間
の
重
要
性
も
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
彼
等
へ
の
感
染
回
避
を
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
パ

ス
ス
ペ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
、
出
入
り
口
等

で
の
密
集
性
は
、
ど
こ
の
大
学
で
も
問
題

は
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
夏
、

私
ど
も
は
、
秋
以
降
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
た
め
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
、
同
じ
く

対
面
授
業
時
の
飛
沫
感
染
防
止
と
密
環
境

回
避
の
教
室
整
備
等
の
準
備
に
追
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
危
機
の
な
か

で
、
秋
冬
の
入
学
試
験
、
さ
ら
に
４
月
新

学
期
の
準
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て

こ
な
か
っ
た
対
応
を
、
先
が
見
え
な
い
社

会
変
化
の
な
か
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
狭
い
キ
ャ
ン

パ
ス
の
た
め
に
本
来
活
用
す
べ
き
で
あ
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
こ
こ
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
資
源
と
し
て
の
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
も
再
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
中
国
の
大
学
の
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
導
入
し
、
留

学
に
近
い
学
び
の
場
を
提
供
す
る
つ
も
り

で
す
。
危
機
を
好
機
に
変
え
な
が
ら
、
大

学
と
し
て
の
教
育
の
質
は
必
ず
守
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二松学舎大学
学長

江藤　茂博

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
禍
で
の
大
学
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
︱
二
松
学
舎
大
学
の
対
応

コ
ロ
ナ
禍
で
の
松
苓
会
活
動
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令
和
２
年
度　

第
25
回
松
苓
会
定
期
総
会

令
和
2
年
度
の
定
期
総
会
は
、
6
月
13

日
（
土
）
に
予
定
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
感
染
の
広
が
り

と
い
う
前
代
未
聞
の
災
禍
に
見
ま
わ
れ
、

収
束
の
見
通
し
が
つ
か
ず
、
や
む
な
く
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
松
苓
会
本
部
で
は
、
定
期
総

会
の
議
案
書
を
総
会
構
成
員
に
送
付
し
、

書
面
（
議
決
権
行
使
書
）
に
て
承
認
願
う

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
次
に
、
議
案
の
内

容
及
び
、
議
決
権
行
使
の
結
果
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
当
初
予
定
し
て
い
た
、
基
本
問

題
検
討
委
員
会
答
申
の
具
現
化
を
は
か
る

た
め
の
松
苓
会
会
則
改
正
の
議
案
は
、
次

年
度
に
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〈
議
案
の
概
要
〉

第
1
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

年
度
末
の
「
卒
業
生
異
業
種
交
流
会
」

（
2
月
22
日
開
催
予
定
）
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
こ

と
、
3
月
7
日
開
催
予
定
の
第
5
回
常
任

幹
事
会
を
文
書
送
付
に
よ
る
開
催
に
変
更

し
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
元
年
度
に
お
い
て
は
、
基
本
問
題

検
討
委
員
会
答
申
を
具
現
化
す
る
た
め
の

部
会
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
新
卒
者
の

同
期
会
結
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
新
規

事
業
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
2
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算

報
告
並
び
に
監
査
報
告

経
常
費
で
は
、
総
収
入
が
１
６
９
５
万

１
３
５
２
円
、
支
出
が
1
４
１
１
万
７
８

４
８
円
と
な
り
、
後
期
へ
の
繰
越
が

２
８
３
万
３
５
０
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
５
頁
の
決
算
書
参
照
）

収
支
と
も
に
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
の
執

行
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
金
銭
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
定
期
総
会
時
の
幹
事
会
で
預
金

口
座
数
が
多
く
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
特
別
会
計
毎
に

預
金
口
座
を
設
け
て
い
た
の
を
変
更
し
、

口
座
を
纏
め
る
な
ど
、
ま
た
メ
ガ
バ
ン
ク

を
中
心
と
し
た
金
融
機
関
に
預
け
替
え
す

る
な
ど
改
善
を
は
か
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

第
3
号
議
案
　
令
和
2
年
度
事
業
方
針

並
び
に
事
業
計
画
案

前
年
度
に
準
じ
た
事
業
方
針
並
び
に
事

業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、大
幅
な
変
更
（
行
事
の
中
止
等
）

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

〈
事
業
方
針
〉

二
松
學
舍
大
学
で
学
ぶ
学
生
は
、
大
学

入
学
と
同
時
に
松
苓
会
学
生
会
員
と
な

り
、
卒
業
す
る
と
正
会
員
と
な
り
ま
す
。

本
学
を
単
な
る
出
身
校
で
は
な
く
、
母
校

で
あ
る
と
い
う
思
い
に
至
る
存
在
感
の
あ

る
松
苓
会
に
し
た
い
。
会
員
一
人
一
人
を

大
切
に
、
会
員
の
た
め
の
松
苓
会
と
す
る

べ
く
諸
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１
．「
松
苓
会
報
」
は
、
今
年
度
は
第
64

号
（
9
月
下
旬
）、第
65
号
（
3
月
中
旬
）

を
発
行
し
ま
す
。

２
．「
卒
業
生
交
流
事
業
」
と
し
て
、
例

年
ど
お
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、

卒
業
生
異
業
種
交
流
会
、
教
員
免
許
状

更
新
講
習
受
講
者
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

３
．
支
部
活
動
、
同
期
会
活
動
等
の
卒
業

生
支
援
事
業

⑴
支
部
活
動
振
興
の
た
め
、
次
の
よ
う
な

施
策
の
も
と
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

①
支
部
助
成
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
支
部

運
営
助
成
費
と
し
て
、
支
部
総
会
開
催

時
の
会
場
費
、
通
信
費
、
封
筒
等
印
刷

費
を
助
成
し
ま
す
。
他
に
、
支
部
総
会

開
催
費
と
し
て
開
催
支
部
に
2
万
円
、

支
部
分
会
開
催
の
場
合
は
、
1
万
円
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
支
部
報
発
行
助

成
費
と
し
て
、
発
行
経
費
を
3
万
円
を

上
限
と
し
て
実
費
を
助
成
し
ま
す
。

②
現
在
多
く
の
支
部
が
活
動
停
滞
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
活
動
等
を
希

望
す
る
支
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

総
会
等
の
開
催
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

③
大
学
が
地
方
で
開
催
す
る
大
学
説
明
会

等
を
活
用
し
た
支
部
活
動
の
推
進

④
支
部
総
会
等
が
未
開
催
の
う
え
、
本
部

総
会
欠
席
が
長
期
に
わ
た
り
（
過
去
５

年
位
）
続
い
て
い
る
支
部
に
対
し
、
引

き
続
き
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

⑵
同
期
会
活
動
の
支
援

令
和
2
年
3
月
卒
業
生
が
同
期
会
を
結

成
し
ま
し
た
。
第
88
期
同
期
会
と
し
て
活

動
を
始
め
ま
す
。
第
88
期
同
期
会
の
組
織

強
化
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
毎
年
新
卒
者
の
同

期
会
を
組
織
す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い

議決権行使結果
（１）定期総会議案を 8 月 12 日付で総会構成員に郵送
（２）議決権総数（総会構成員）　 77 人　
（３）議決権行使書提出者　　　　71 人　
（４）議決権行使結果

議　　　　　案 賛　成 反　対
第1号議案　令和元年度事業報告 ７１ ０
第2号議案　令和元年度収支決算報告並びに監査報告 ７１ ０
第3号議案　令和2年度事業方針並びに事業計画（案） ７１ ０
第4号議案　令和2年度予算案 ７１ ０
第5号議案　大学のコロナ禍対応支援について ７１ ０
� 上記の結果、議案は承認されました。
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き
ま
す
。

⑶
卒
業
生
の
諸
活
動
（
前
項
の
同
期
会
と

は
別
に
既
卒
者
の
同
期
会
、
ゼ
ミ
会
、
サ

ー
ク
ル
会
等
）
に
対
す
る
助
成
は
、
本
年

度
も
継
続
し
ま
す
（
1
団
体
原
則
10
人
以

上
出
席
、
1
万
円
の
助
成
）。

４
．
母
校
支
援
事
業
、
在
学
生
支
援
事
業

⑴
母
校
支
援
事
業

　

本
年
度
も
、
教
育
研
究
振
興
資
金
へ
の

寄
付
、大
学
行
事
の
「
論
語
の
学
校
」「
教

育
研
究
大
会
」「
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

後
援
、
松
苓
会
奨
学
金
（
給
付
）
は
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

⑵
在
学
生
教
育
支
援
助
成

建
学
の
精
神
を
高
揚
す
る
た
め
の
自
校

教
育
や
就
職
、
教
職
支
援
講
座
な
ど
直
接

学
生
の
教
育
に
係
る
分
野
を
支
援
す
る
た

め
設
け
た
助
成
制
度
で
す
。
昨
年
は
、
就

職
支
援
講
座
を
大
学
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
食
堂
100
円
朝
食
提
供
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
大
学
側
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

⑶
「
学
生
会
員
」
活
動
の
支
援

一
昨
年
度
の
総
会
で
、
松
苓
会
の
会
員

と
し
て
学
生
会
員
を
設
け
ま
し
た
。
在
学

中
に
松
苓
会
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら

い
、
卒
業
後
は
正
会
員
と
し
て
松
苓
会
活

動
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
学
生
の
自
治
組
織
で
あ
る
学

生
会
執
行
部
と
の
定
期
的
な
懇
談
、
松
苓

会
報
編
集
委
員
会
へ
の
学
生
会
執
行
部
参

加
、
学
生
会
執
行
委
員
会
主
催
行
事
の
見

学
な
ど
を
通
し
て
、
学
生
会
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
会
員
が
松
苓
会

活
動
に
参
加
で
き
る
場
を
更
に
模
索
し
て

い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
松
苓
会
の
存
在

を
学
生
に
周
知
す
る
た
め
入
学
記
念
品
と

し
て
松
苓
会
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
5
枚

セ
ッ
ト
）
を
作
製
し
、
新
入
生
に
贈
呈
し

ま
す
。
ま
た
、
松
苓
会
報
表
紙
写
真
の
募

集
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

５
．
基
本
問
題
検
討
委
員
会
の
答
申
を
具

現
化
す
る
た
め
の
活
動

平
成
31
年
3
月
2
日
に
基
本
問
題
検
討

委
員
会
答
申
（
最
終
答
申
）
が
あ
り
、
昨

年
度
総
会
に
そ
の
内
容
を
報
告
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
答
申
に
示
さ
れ
た
内

容
を
具
現
化
す
る
た
め
、
本
部
に
具
現
化

部
会
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
部
会
で
の
検
討
を
経
て
、

具
現
化
を
図
り
ま
す
。

６
．
終
身
会
費
納
入
手
続
き
の
推
進
、
寄

付
金
募
金
活
動
の
展
開

７
．
規
程
整
備

松
苓
会
に
必
要
な
規
程
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

第
4
号
議
案
　
令
和
2
年
度
予
算
案

既
に
中
止
が
決
定
し
て
い
る
行
事
等
も

あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
に
準
じ
て
予
算
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
5
号
議

案
を
考
慮
し
て
予
備
費
の
金
額
を
確
保
す

る
た
め
、
例
え
ば
、
運
営
費
の
、
旅
費
・

交
通
費
で
は
、
総
会
中
止
を
反
映
し
て
減

額
計
上
と
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
予
備
費

に
は
、
264
万
１
５
０
４
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
特
別
会
計
も
前
年
度
に
準
じ
た
予

算
案
で
す
。
奨
学
基
金
の
令
和
2
年
度
給

付
奨
学
金
は
、
4
年
次
生
の
学
費
（
授
業

料
74
万
6
千
円
、
施
設
費
25
万
円
合
計

99
万
6
千
円
）
の
半
額
支
給　

2
人
分

99
万
6
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。（
5

頁
の
予
算
を
参
照
）

第
5
号
議
案
　
大
学
の
コ
ロ
ナ
禍
対
応
支

援
に
つ
い
て

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
学
は
オ

ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
授
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
次
第
に
平
常
授
業
に

回
復
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
大
学
で

は
「
特
別
支
援
金
制
度
」
を
創
設
し
、
学

生
1
人
当
た
り
支
援
金
5
万
円
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
が
途
絶
え
、
修
学
が
困
難
な
学
生
が

出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
勘
案
し
、
松
苓
会
と
し
て
大

学
や
学
生
に
対
す
る
支
援
が
で
き
な
い
か

検
討
し
ま
し
た
。
大
学
側
と
協
議
し
、
年

度
予
算
の
予
備
費
か
ら
、
200
万
円
を
大
学

に
寄
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

支
部
長
交
代

長
野
県
（
令
和
2
年
7
月
26
日
付
）

　
　
　

新　

清
水　

登
（
文
42
）

　
　
　

前　

関　

保
典
（
文
35
）

常
任
幹
事
委
嘱

常
任
幹
事
（
現
幹
事
）
佐
藤
修
（
文
41
）

　
　
　
（
令
和
２
年
９
月
１
９
日
付
）

今
年
度
初
め
て
の
常
任
幹
事
会
開
催

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
が
延
び
延
び
と

な
っ
て
い
た
常
任
幹
事
会
が
令
和
２
年
９

月
19
日
（
土
）
に
大
学
九
段
4
号
館
で
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
12
月
9
日
以
来
の
開
催

で
あ
る
。

議
事
に
先
立
ち
、
8
月
24
日
に
逝
去
さ

れ
た
北
村
博
福
島
県
支
部
長
の
霊
に
黙
祷

を
捧
げ
た
。当
日
の
議
題
は
次
の
と
お
り
。

（
１
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
部
の
状
況

（
２
）
定
期
総
会
議
案
の
議
決
権
行
使
書

提
出
状
況

（
３
）
松
苓
会
報
第
64
号
の
編
集

（
４
）
松
苓
会
本
部
業
務
担
当
者
の
募
集

（
５
）
大
学
校
舎
1
号
館
の
石
垣
横
に
大

学
の
沿
革
銘
板
（
漢
学
塾
、
専
門
学

校
跡
地
銘
板
）
設
置
計
画
支
援
に
つ

い
て

（
６
）
そ
の
他

コ
ロ
ナ
禍
支
援
金
目
録
贈
呈

令
和
２
年
度
予
算
が
議
決
権
行
使
書
に

よ
り
承
認
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
10
月
６

日
（
火
）、
大
学
の
コ
ロ
ナ
禍
対
応
支
援

金
と
し
て
200
万
円
の
寄
付
金
目
録
贈
呈
式

が
理
事
長
室
で
行
わ
れ
、
葊
田
克
己
会
長

か
ら
水
戸
英
則
理
事
長
に
目
録
が
贈
呈
さ

れ
た
。
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令和２年度　松苓会予算
令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,833,504 
入 　 会 　 金 3,650,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 9,600,000 
既 卒 者 終 身 会 費 400,000 
小 　 　 　 計 10,000,000 
寄 付 金 400,000 
雑 収 入 ・ 利 息 6,000 

合　　　　計 16,889,504 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 700,000 
発 送 費 950,000 

『 茯 苓 』 発 行 費 0
小 　 　 　 計 1,650,000 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 600,000 
卒 業 生 異 業 種 交 流 会 費 300,000 
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 100,000 
小 　 　 　 計 1,000,000 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,300,000 
支 部 報 発 行 助 成 費 300,000 
支 部 強 化 助 成 費 100,000 
同 期 会 等 助 成 費 100,000 
小 　 　 計 1,800,000 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 400,000 
卒 業 記 念 品 費 850,000 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 400,000 
小 　 　 計 1,950,000 
事 業 費 合 計 8,050,000 

運営費
会 議 費 200,000 
旅 費 ・ 交 通 費 1,000,000 
職 務 費 300,000 
通 信 費 180,000 
備 品 費 250,000 
印 刷 費 350,000 
消 耗 品 費 50,000 
慶 弔 費 100,000 
謝 礼 金 10,000 
手 数 料 50,000 
雑 　 費 20,000 
運 営 費 合 計 2,510,000 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,688,000 
特 別 会 計 合 計 3,688,000 

予備費 2,641,504
合 計 16,889,504

令和元年度　松苓会特別会計決算書
1　松苓会基金

（単位：円）
平成 30 年度からの繰越 2,000,343
利　　　息 12

合　　　　　　計（次年度繰越） 2,000,355
2　周年事業積立金

平成 30 年度からの繰越 1,755,951
令和元年度繰入 1,000,000
利　　　息 16

合　　　　　　計（次年度繰越） 2,755,967
3  終身会員積立金

（収入の部）
平成 30 年度からの繰越 67,834,964
令和元年度繰入 2,864,400
利　　　息 3,989

合 　 　 　 　 　 　 計 70,703,353
（支出の部）

終身会員サービス費（会報 63 号、印刷・制作費、発送費） 1,638,195
手　数　料 864

合　　　　　　計 1,639,059
○収支残高（次年度繰越） 69,064,294
4　松苓会奨学金  

（収入の部）
平成 30 年度からの繰越 7,680,328
令和元年度繰入 500,000
令和元年度貸与返還金 213,000
利　　　　　　息 67
合　　　　　　計 8,393,395

（支出の部）
令和元年度給付奨学金	 249,000

○収支残高（次年度繰越） 8,144,395

令和元年度会計収支決算は以上のとおりです。

　　　　　令和 2 年 7 月 30 日
　　　　　　　　　二松學舍松苓会会長　　　　葊田　克己　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会事務局　　　間宮　美喜　㊞

会計監査報告書
　令和元年度（平成 31 年 4 月1日～令和 2 年 3 月 31日）の会計執行
状況について監査の結果、諸帳簿の整備、ならびに、金銭の管理状況は
適正であり、収支に誤りのないことを認めたのでここに報告致します。
令和 2 年 7 月 31 日	
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　小林　憲二　㊞
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　田邉　義博　㊞

令和 2 年度　松苓会特別会計予算
1　松苓会基金

（単位：円）
令和元年度からの繰越	 2,000,355

合　　　　　　計 2,000,355
2　周年事業積立金

令和元年度からの繰越 2,755,967
令和 2 年度繰入 1,000,000

合　　　　　　計 3,755,967
3  終身会員積立金

（収入の部）
令和元年度からの繰越 69,064,294
令和 2 年度繰入 2,688,000

合　　　　　　計 71,752,294
（支出の部）

終身会員サービス費（会報 65 号、印刷・制作費、発送費） 1,660,000
合　　　　　　計 1,660,000

4　松苓会奨学金  
（収入の部）

令和元年度からの繰越 8,144,395
令和 2 年度繰入 500,000
令和 2 年度貸与返還金 529,000
利　　　　　　息 67
合　　　　　　計 9,173,462

（支出の部）
令和元年度給付奨学金	 996,000

令和元年度　松苓会収支決算書
平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,067,685 
入 　 会 　 金 3,925,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 10,230,000 
既 卒 者 終 身 会 費 370,000 
小 　 　 　 計 10,600,000 
寄 付 金 338,760 
雑 収 入 ・ 利 息 19,907 

合　　　　計 16,951,352 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 722,666
発 送 費 808,001 

『 茯 苓 』 発 行 費 0
小 　 　 　 計 1,530,667

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 553,175 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 0
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 60,060 
小 　 　 　 計 613,235 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,263,244 
支 部 報 発 行 助 成 費 232,076 
支 部 強 化 助 成 費 70,000
同 期 会 等 助 成 費 30,000 
小 　 　 計 1,595,320 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 368,000 
卒 業 記 念 品 費 807,950 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 178,416 
小 　 　 計 1,654,366
事 業 費 合 計 7,043,588

運営費
会 議 費 149,438 
旅 費 ・ 交 通 費 1,901,776 
職 務 費 292,000 
通 信 費 147,483 
備 品 費 241,763 
印 刷 費 345,922
消 耗 品 費 47,533 
慶 弔 費 42,550 
謝 礼 金 0 
手 数 料 41,395
雑 　 費 0
運 営 費 合 計 3,209,860 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,864,400 
特 別 会 計 合 計 3,864,400

予備費  0
合 計 14,117,848

○収支残高（次年度繰越） 2,833,504
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支
部
活
動
が
再
開
で
き
て
か
ら
５
年
に

な
る
が
、
こ
の
間
、
活
動
再
開
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
高
杉
勝
昭
氏
（
文
34
）、
鴨

沢
和
喜
氏
（
文
41
）
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

こ
の
お
二
人
の
遺
志
を
継
ぐ
た
め
に
も
、

細
々
な
が
ら
も
支
部
と
し
て
の
活
動
を
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

県
支
部
の
集
い
に
は
、
例
年
10
名
前
後

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
が
、
欲
を
言
え

ば
、
現
職
の
方
を
含
め
て
更
に
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
。
下
北
地
区

や
津
軽
地
区
か
ら
参
加
し
て
下
さ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
次
年
度
（
８
月
開

催
予
定
）
の
参
加
を
考
え
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
皆
様
と
八
戸
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
「
書
面
決
議
」
に
よ
る
支
部
総
会

事
務
局
長
　
若
松
顕
仁

全
国
の
松
苓
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
ご
尽
力

な
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
北
海
道
支
部
は
例
年
8
月
に
支

部
総
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
と
支
部
会
員
の
健
康
に
万
全
を
期
す
観

点
か
ら
、
苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り
ま
し
た

が
「
書
面
決
議
」
を
も
っ
て
総
会
に
代
え
、

懇
親
会
は
延
期
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
本
部
役
員
様
に
ご
臨
席
い

た
だ
く
年
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
南
・
道
東
・
道
北

の
各
分
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

感
染
状
況
な
ど
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、
空
席
と
な
っ
て
い

た
道
北
分
会
の
役
員
が
決
定
し
た
こ
と

（
次
項
に
詳
述
）
や
、
家
庭
学
習
の
支
援
・

充
実
の
取
組
と
し
て
授
業
動
画
を
配
信
し

た
支
部
会
員
の
記
事
が
新
聞
紙
上
に
紹
介

さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
情
、
穏
や
か
な
ら
ざ
る
日
々
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、当
支
部
規
約
に
あ
る「
本

会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
思
想
学

術
の
向
上
を
資
し
、
併
せ
て
母
校
の
発
展

を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
の
も

と
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
北
海
道
支
部
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
疫
病
退
散
‼　

◆
道
北
分
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

事
務
局
長
　
若
松
顕
仁

2
月
15
日
（
土
）
旭
川
市
「
千
年
の
宴
・

旭
川
駅
前
店
」
に
お
い
て
、
数
年
ぶ
り
の

道
北
分
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
都
・

旭
川
は
さ
す
が
の
厳
寒
。
吹
雪
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
（
日
頃
の
誰
か
の
行

い
の
お
蔭
）、

ひ
た
ひ
た
と

道
内
に
迫
り

く
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を

ふ
る
う
前
に

開
催
で
き
た

の
は
幸
運
で

し
た
（
こ
れ

も
誰
か
の
お

蔭
）。参加

者
は

旭川市「千年の宴・旭川駅前店」にて

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

北
海
道
支
部

支
部
役
員
を
含
め
て
７
名
。「
道
北
分
会

の
組
織
固
め
を
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
分

会
長
に
吉
野
泰
正
さ
ん
（
文
55
）、
分
会

幹
事
に
松
林
豪
さ
ん
（
文
59
）
が
選
出
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
よ
り
待
ち
望
ま

れ
て
い
た
道
北
分
会
の
分
会
長
・
幹
事
が

決
定
し
、
い
よ
い
よ
本
格
始
動
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
業
務
ご
多
用
の
中
、
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
道
北
分
会
そ
し

て
北
海
道
支
部
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

増
井
義
昭
（
文
39
）
加
藤
哲
朗
（
文
55
）

吉
野
泰
正
（
文
55
）
若
松
顕
仁
（
文
56
）

松
林　

豪
（
文
59
）
富
永
貴
之
（
文
65
）

佐
々
木
伸
（
文
74
）

青
森
県
支
部

◆
支
部
報
告

支
部
長
　
柴
垣
博
孝

今
年
も
、
県
支
部
の
集
い
を
８
月
８

日
（
土
）
に
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

支
部
報
発
行
に
関
し
て
も
、
前
年
度
分
に

つ
い
て
は
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
従
っ
て
、
今
年
は
こ
こ
ま
で
、
何
の

活
動
も
で
き
な
い
状
態
で
来
て
い
る
。

今
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

支
部
報
だ
け
は
発
行
す
べ
く
、
会
員
の
近

況
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
、
編
集
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

岩
手
県
支
部

◆
支
部
報
告

支
部
長
　
宮
本
義
孝

県
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
は
7
月
19
日

（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
今

年
度
は
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
中
止
は
総
会
・
懇
親
会
の
み
で
、

そ
の
他
の
活
動
は
例
年
と
変
り
な
く
実
施

す
る
つ
も
り
で
す
。

尚
、
当
支
部
で
は
去
る
6
月
21
日
、
小

山
尊
史
さ
ん
（
文
27
）
を
亡
く
し
ま
し
た
。

享
年
86
歳
で
し
た
。

県
に
支
部
が
出
来
て
45
年
に
な
り
ま
す

が
、
小
山
さ
ん
は
一
度
も
欠
か
す
こ
と
な

く
総
会
に
は
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会

員
数
が
多
い
関
東
圏
と
は
違
っ
て
、
地
方
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の
支
部
で
は
若
い
人
達
の
協
力
は
、
あ
ま

り
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
支
部
活
動
を
実
際
に

支
援
し
て
い
る
の
は
、嘗
て
教
職
に
在
り
、

今
は
70
歳
代
に
な
っ
た
卒
業
生
達
で
す
。

如
何
に
長
寿
国
と
は
い
っ
て
も
、
古
稀

を
過
ぎ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
不
都
合
が
生
じ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
一
人
、
二
人
と

彼
岸
へ
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
5
年
た
ち
、
10
年
た
っ
た

時
、
支
部
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

小
山
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
会
員
一
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
於
け
る
支
部
の

在
り
よ
う
も
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
す
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
86
号
令
和
元
年
9
月
10
日
発
行

・
懇
親
会
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

　
「
日
韓
関
係
に
思
う
こ
と
」

○
第
87
号　

令
和
元
年
12
月
1
日
発
行

・「
三
タ
ラ
ン
ト
の
行
方
」

○
第
88
号　

令
和
２
年
1
月
15
日
発
行

・
わ
が
住
む
街　

滝
沢
の
四
季
①

　
「
岩
大
演
習
林
脇
の
山
道
を
歩
く
」

○
第
89
号　

令
和
２
年
2
月
24
日
発
行

・
滝
沢
の
四
季
②
「
白
鳥
〈
旅
立
の
時
〉」

宮
城
県
支
部

◆
支
部
報
告

支
部
長
　
二
上
久
芳

会
員
の
天
艸
久
美
子
さ
ん
（
文
52
）
の

書
作
展
が
3
月
20
日
～
22
日
の
3
日
間
、

仙
台
市
泉
区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
終
了
後
、
支
部
に
寄
せ
ら
れ
た

葉
書
の
本
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
（
本
文
中
の
カ
ッ
コ
書
き
は
全
て
二
上

の
補
記
）。

「
3
月
20
日
～
22
日
、私
の
書
道
塾
（
悠

心
庵
）
か
ら
二
松
學
舍
大
学
に
進
学
し
た

二
人
（
千
葉
初
音
さ
ん
、堀
内
郁
奈
さ
ん
）

の
卒
業
（
令
和
元
年
度
）
を
機
に
、
東
京

学
芸
大
学
書
道
科
在
学
中
の
学
生（
2
年
、

川
口
凜
さ
ん
）
の
3
人
と
共
に
、
仙
台
市

泉
中
央
の
書
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
親
か
め
子
か

め
）
に
お
い
て
4
人
展
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
在
塾
の
小
・
中
・
高
校
生
の
作
品

（
全
日
本
学
生
書
道
展
出
品
作
）
も
併
せ

て
展
示
し
3
日
間
で
150
人
の
方
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宮
城
県
支
部
長
二
上
先

生
、
前
支
部
長
の
千
葉
先
生
に
も
ご
来
場

い
た
だ
き
、
二
松
學
舍
の
懐
か
し
い
お
話

を
伺
え
、
大
先
輩
と
ご
縁
が
つ
な
が
り
ま

し
た
。
今
後

も
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た

し
ま
す
。」

尚
、
宮
城

県
支
部
は
年

末
に
総
会
を

予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
果
し

て
出
来
る
か

ど
う
か
、
非
常
に
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

［悠心庵の四人展会場にて］左から、堀内さん、
川口さん、天艸さん、二上、千葉さん

栃
木
県
支
部

○
第
90
号　

令
和
２
年
4
月
3
日
発
行

・
滝
沢
の
四
季
③
「
岩
手
山
」

○
第
91
号　

令
和
２
年
5
月
7
日
発
行

・
滝
沢
の
四
季
④
「
三
角
山
の
一
本
桜
」

○
第
92
号　

令
和
２
年
6
月
4
日
発
行

・
街
を
歩
く　

本
に
出
合
う

○
第
93
号　

令
和
２
年
6
月
27
日
発
行

・
小
山
尊
史
さ
ん
を
送
る

◆
文
学
散
歩　
　

支
部
長
　
寺
内
　
進

令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）
に
栃
木
市

内
を
舞
台
に
文
学
散
歩
を
実
施
し
た
。
当

日
は
生
憎
の
小
雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
、

会
員
５
名
と
事
務
局
１
名
、
案
内
員
１
名

の
計
７
名
で
行
動
を
共
に
し
た
。

こ
の
地
は
徳
川
時
代
か
ら
巴
波
川
を
利

用
し
た
江
戸
と
の
舟
運
が
盛
ん
だ
っ
た

上
、
例
幣
使
街
道
の
宿
場
と
し
て
も
栄
え

た
た
め
裕
福
な
商
人
が
多
か
っ
た
。
戦
災

も
ほ
と
ん
ど
無
く
寺
院
や
商
家
・
土
蔵
も

多
く
残
り
、
現
在
で
は
「
蔵
の
街
」「
小

京
都
」
と
も
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
る
。

案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
「
山
本

有
三
記
念
館
」
館
長
の
大
塚
幸
一
先
生
、

先
生
は
歴
史
・
文
学
・
書
道
等
に
造
詣
が

深
く
、
教
職
を
退
い
た
後
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
私
の
高
校

の
先
輩
で
も
あ
る
。

最
初
に
見
学
を
し
た
「
岡
田
記
念
館
」

は
、
現
当
主
で
26
代
と
い
う
市
内
き
っ
て

の
旧
家
で
、
受
け
継
が
れ
る
当
主
の
名
前

は
そ
の
ま
ま
町
名
に
も
な
っ
て
い
る
。
邸

内
に
は
陣
屋
だ
っ
た
代
官
屋
敷
の
他
、
庭

園
、
茶
室
、
書
斎
な
ど
が
あ
り
、
武
具
甲

冑
・
民
具
な
ど
と
共
に
、
富
岡
鐵
斎
が
逗

留
し
た
時
の
書
画
な
ど
も
遺
さ
れ
て
お
り

幅
広
い
人
脈
と
歴
史
の
痕
跡
が
如
実
に
伝

え
ら
れ
見
所
豊
富
だ
。
さ
ら
に
少
し
離
れ

た
「
翁
島
」
と
い
う
大
正
期
の
別
荘
は
、

銘
木
を
惜
し
み
な
く
使
い
贅
を
極
め
た
木

造
二
階
建
て
で
、
中
で
も
欅
の
一
枚
板
の

廊
下
は
10
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
圧
巻
で

あ
っ
た
。

昼
食
を
ホ
テ
ル
・
サ
ン
ル
ー
ト
で
と

り
、
午
後
は
「
山
本
有
三
記
念
館
」「
と

ち
ぎ
歌
麿
館
」「
山
車
会
館
」「
蔵
の
街
美

術
館
」
と
回
っ
た
。
文
豪
・
山
本
有
三
は

此
処
で
育
っ

て
お
り
、
蔵

書
や
文
学
資

料
に
囲
ま
れ

た
中
で
『
路

傍
の
石
』
の

話
な
ど
を
う

か
が
っ
て
い

る
と
、
二
松

在
学
中
の
講

義
が
蘇
っ
て

松
苓
会
員
な

ら
で
は
の
不

岡田記念館にて
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◆
支
部
総
会

支
部
長
　
河
野
千
津
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
８
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時

か
ら
千
葉
県
文
化
会
館
特
別
会
議
室
ほ
か

総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
。

◆
文
学
散
歩

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
９
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時

　

京
成
佐
倉
駅
南
口
階
段
下
付
近
集
合
城

下
町
・
佐
倉
の
文
学
歴
史
め
ぐ
り
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
24
号　

令
和
２
年
３
月
１
日
発
行

・
松
苓
会
千
葉
県
支
部
長
を
拝
命
し
て

�

河
野
千
津
子

・
愚
魯
の
戯
言�

藤
本
敏
雄

・
千
葉
県
支
部
総
会
報
告

・
活
動
報
告

・
千
葉
県
支
部
規
約

・
千
葉
県
支
部
令
和
元
年
度
役
員
紹
介

思
議
な
感
覚
を
共
有
出
来
た
り
も
し
た
。

そ
の
後
、
中
林
梧
竹
・
巌
谷
一
六
・
日

高
秩
父
・
中
村
不
折
が
揮
毫
し
た
石
碑
・

木
額
等
を
見
学
、
最
後
に
山
本
有
三
と
奄

美
の
洋
画
家
・
田
中
一
村
の
墓
所
に
て
手

を
合
わ
せ
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
感
染
が
危
惧
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
あ
り
、
栃
木
市
内
も
昨
秋
の

洪
水
の
爪
痕
が
随
処
に
残
っ
て
い
た
状
況

下
で
は
あ
っ
た
が
、「
蔵
の
街
・
栃
木
」

の
文
化
の
一
端
に
触
れ
た
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。

〈
参
加
者
〉

桜
井
哲
夫
（
文
41
）　

寺
内　

進
（
文
49
）

塚
越
正
典
（
文
53
）　

山
村
達
夫
（
文
54
）

稲
葉
尚
幸
（
文
57
）荒
川
史
帆
（
事
務
局
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
３
号　

令
和
２
年
５
月
18
日
発
行

・
文
学
散
歩
に
参
加
し
て　

稲
葉
尚
幸

千
葉
県
支
部

群
馬
県
支
部

◆
支
部
報
告

支
部
長
　
髙
桺
　
薫

コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
部
の
現
況

令
和
２
年
１
月
、
支
部
総
会
並
び
に
新

年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
号
が「
令
和
」

と
改
ま
っ
て
最
初
の
支
部
総
会
も
緊
張
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
会
員
確
保
や
会
費
納
入
、
近
隣

支
部
と
の
交
流
な
ど
、
ご
来
賓
の
皆
様
や

支
部
会
員
よ
り
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
群
馬
県
支
部
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
、
支
部
事
業
の
展
開
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
下
旬
に
は
「
第
九
回
群
馬
松
苓
会

展
」
が
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場

に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
案
内
状
は

印
刷
済
み
、
ま
さ
に
発
送
し
よ
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
を
警
戒
す
る
報
道
が
流
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
感
染
拡
大
に
よ
り
関
係

者
と
協
議
の
結
果
、
開
催
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
松
苓
会

展
の
開
催
を
楽
し
み
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
開
催
準
備
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
並
び
に
出
品
者
の
皆
様
に

残
念
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

緊
急
事
態
宣
言
発
令
、
解
除
後
も
動
け
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
支
部
活
動
も

中
止
又
は
延
期
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
会
員
を
つ
な
ぐ
や
ラ
イ
ン

群
馬
県
支
部
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
利
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
支

部
行
事
の
開
催
や
参
加
へ
の
お
誘
い
、
支

部
会
員
の
活
躍
の
様
子
な
ど
、
ア
ク
セ
ス

し
た
人
に
と
っ
て
有
意
義
で
嬉
し
い
記
事

を
載
せ
て
い
ま
す
。
会
員
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
で
、
世
代
を
超
え
て
た
く
さ
ん
の

方
と
繋
が
り
が
深
ま
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
過
去
の
支
部
行
事
や
出
来

事
な
ど
、
写
真
や
情
報
・
記
録
を
見
返
す

と
群
馬
県
支
部
の
歩
み
な
ど
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

最
後
に
、
現
在
の
役
員
と
一
部
会
員
は

「
ラ
イ
ン
」
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
顔
を
合
わ
せ
て
、
膝
を
交

え
て
の
話
が
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
イ
ン
に
よ

り
複
数
の
方
と
の
近
況
報
告
や
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ズ
ー
ム
を
検
討

中
で
す
。

◆
支
部
報
発
行

◯
第
49
号　

令
和
２
年
３
月
１
日
発
行

・「
幸
福
の
定
義
と
は
？
」

支
部
長　

髙
栁　

薫

・
二
松
學
舍
と
の
奇
縁　
　
　

金
澤
正
教

・
役
員
名
簿

・
令
和
２
年
度
総
会
・
新
年
会
開
催

・
神
奈
川
県
支
部
総
会
に
参
加
し
て

・
書
道
部　

二
年
目
の
軌
跡

�

篠
原
真
美
子

・
文
学
散
歩　

舍
長　

渋
沢
栄
一
が

　
新
一
万
円
の
肖
像
に　
　
　

佐
藤　

桂

・
会
員
寄
稿

・
事
業
報
告

令和２年５月１８日発行

松
苓
会
栃
木
新
聞

編集後記
文学散歩の案内にお返事をいただきました皆様、ありがとうございました。生まれてから現在まで、栃木県に住んでいてもなかなか行ったことのなかった栃木市。ガイドの方
の案内もあり改めて蔵の街の雰囲気を感じることができました。とても有意義な時間で楽しかったです。
このような状況の世の中ですが、前を向くことを忘れず何か楽しみをみつけ普段の生活に戻れるようお互いに頑張りましょう。 （荒川）

発行所
松苓会

栃木県支部

創刊第3号

二松学舎大学松苓会栃木新聞

◇お願い◇
支部報に関しての感想をお待ちしております。
どんなことでもかまいません♬ kyoumu4@makoto.ed.jp
までお送りください☆
※お送りいただいた感想を支部報に掲載する予定です。

松
苓
栃
木
文
学
散
歩
を

行
い
ま
し
た
。

令
和
二
年
一
月
某
日
。
届
い
た
手
紙
に
は
「
松

令
会
」「
文
学
散
歩
」「
栃
木
駅
集
合
」の
文

字
。
嘗
て
の
文
学
青
年
（
？
）の
心
の
熾
が
俄
に

再
燃
す
る
と
共
に
、
不
義
理
ば
か
り
し
て
い
る
私

の
所
へ
も
毎
回
案
内
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
栃
木

支
部
役
員
の
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
帳
を
開
い
て
い
た
。

二
月
十
六
日
（
日
）当
日
。
小
雨
が
街
を
潤

わ
せ
て
い
た
。
寺
内
支
部
長
様
自
ら
運
転
の
車

で
、
先
ず
は
市
内
屈
指
の
旧
家
で
あ
る
「
岡
田

記
念
館
」へ
。
二
十
六
代
に
渡
る
重
み
と
、
ガ
イ

ド
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
塚
先
生
の
詳

細
な
解
説
と
に
よ
っ
て
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
地
元
の
歴
史
に
刮
目
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
昼
食
後
も
「
と
ち
ぎ
歌
麿
館
」「
山
本
有

三
ふ
る
さ
と
記
念
館
」「
と
ち
ぎ
山
車
会
館
」

「
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
」等
々
、
文
学
散
歩

三
昧
。
時
が
過
ぎ
る
の
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

た
。振

り
返
っ
て
み
る
と
、
①
「
地
元
」に
は
興
味

深
い
歴
史
が
眠
っ
て
い
る
（
栃
木
市
の
場
合
、
経

済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
階
層
を
中
心
に
、
物
を
大

切
に
し
後
世
に
伝
え
て
き
た
文
化
が
あ
る
）こ

と
。
②
「
松
令
会
員
」は
、
何
年
経
っ
て
も
世
代

を
超
え
て
「
松
令
会
員
」で
あ
る
（
興
味
関
心

を
持
つ
方
向
性
が
似
通
っ
て
い
る
）こ
と
。
特
に

こ
の
二
点
に
よ
っ
て
、
束
の
間
、
学
生
時
代
に
戻
っ

た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一

日
も
早
い
終
息
を
願
う
と
共
に
、
会
員
の
皆
様

と
御
家
族
の
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

広報誌掲載原稿大募集

会員の皆様にお知らせしたい！自分の周りでこん
な事が起きた！自分が二松學舍を卒業した時は
こんな建物があった・・・等なんでもかまいません。

この広報誌を呼んで懐かしいな、総会や企画に
参加したいなと思っていただけたら嬉しいです。

文章等をお送りいただければ掲載をさせていただ
きますので、ぜひご連絡ください。

令
和
二
年
二
月
十
六
日

松
苓
栃
木
文
学
散
歩
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
や
ん
だ
り
ふ
っ
た
り
と
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
栃
木

蔵
の
街
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

新型コロナウイルスが流行しています
Stay HomeからSmart Lifeへ💛💛🏠🏠

本来であれば5月に第2回総会を行う予定でしたが、
残念ながら延期となりました。

栃木県でも感染者数が微増ながら増えています。
皆様も感染にはくれぐれもお気を付けください。

感染が落ち着いたころに、また皆様とお会いできるのを
楽しみにしています。

第54回卒山村達夫が理事長を務めるまこと幼稚園も休園となり、先生方は毎日
自宅にて自粛中の子ども達や保護者に向け動画を送っています。

左記QRコードからまこと幼稚園のFacebookに移動すると
動画をみることができます(^o^)丿
読み取りができない場合は、
Facebookにて「認定こども園まこと幼稚園」と検索してください！
（宣伝ですみません！）

★ 参加者 ★

第57回卒 稲葉様
ありがとうございました！

文学散歩に
参加して
第57回卒 稲葉 尚幸
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に
わ
た
り
埼
玉
県
支
部
会
を
牽
引
い
た
だ

い
た
元
支
部
長
木
村
誠
次
氏
に
松
苓
会
本

部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員

か
ら
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
支
部
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
参

加
者
も
増
え
、
次
回
は
30
名
超
え
を
目
指

し
て
全
て
の
日
程
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

今
後
も
参
加
し
や
す
い
埼
玉
県
支
部
と

し
て
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

母
校
二
松
學
舍
大
学
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
支
部
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈
参
加
者
〉

 （
来
賓
）

二
松
學
舍
大
学
学
長　
　
　
　

江
藤
茂
博

二
松
學
舍
松
苓
会
会
長　
　

  

葊
田
克
己 

（
支
部
会
員
）

小
林
公
雄　
（
文
38
）　

木
村
誠
次（
文
39
）

中
居
功
一　
（
文
39
）　

持
田
賢
一（
文
40
）

佐
藤　

修　
（
文
41
）　

町
田
哲
夫（
文
42
）

町
田
芳
子　
（
文
42
）　

福
嶋
辰
美（
文
42
）

五
十
嵐
清　
（
文
44
）　

作
村
聖
一（
文
44
）

柴
田
京
子　
（
文
45
）　

猪
股
賢
治（
文
46
）

中
山
幸
男　
（
文
46
）　

青
木
一
弥（
文
47
）

吉
野
昇
之
助（
文
47
）　

髙
砂
光
延（
文
48
）

石
橋　

亨　
（
文
51
）　

小
川
伸
一（
文
51
）

三
好
行
雄　
（
文
53
）　

江
原
新
治（
文
54
）

小
西
明
徳　
（
文
60
）　

田
口
博
信（
文
63
）

清
水　

航　
（
文
76
）

（
追
記
）　

埼
玉
県
支
部
総
会
後
、
コ
ロ
ナ

禍
が
世
界
中
に
広
が
り
、
学
校
教
育
は
じ

め
大
き
な
変
化
を
私
た
ち
の
日
常
に
も
た

ら
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。　
　

て
い
な
か
っ
た
事
態
に
、
こ
れ
か
ら
の
世

の
中
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
、
ど
う
生

き
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
誰
し
も
が
不
安
に

駆
ら
れ
る
毎
日
で
す
。
東
京
支
部
も
一
年

か
け
て
計
画
し
て
き
た
支
部
総
会
・
講
演

会
、
文
学
・
歴
史
散
歩
の
中
止
を
決
定
し

ま
し
た
。
焦
眉
の
急
に
迫
ら
れ
、
数
名
の

役
員
、
本
部
の
会
長
・
副
会
長
、
近
隣
の

支
部
長
と
の
相
談
・
連
絡
の
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
皆
様
の
安

全
を
第
一
に
考
え
て
の
苦
渋
の
決
断
で
あ

る
こ
と
を
御
賢
察
下
さ
い
。
今
年
度
の
活

◆
支
部
総
会

支
部
長
　
青
木
一
弥

令
和
２
年
２
月
23
日
（
日
）
正
午
よ
り
、

東
天
紅
大
宮
店
を
会
場
に
、
令
和
元
年
度

埼
玉
県
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
、大
学
よ
り
江
藤
茂
博
学
長
、

松
苓
会
本
部
よ
り
葊
田
克
己
会
長
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
参
加
者
総
数
25
名
で
、
例
年

ど
お
り
賑
わ
い
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。支

部
総
会
で
は
、
本
年
度
の
支
部
活
動

や
次
年
度
に
向
け
た
活
動
案
等
が
無
事
承

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
江
藤
学
長
並
び
に

葊
田
会
長
か

ら
、
大
学
や

松
苓
会
に
つ

い
て
の
近
況

を
含
め
、
支

部
活
動
に
対

す
る
期
待
や

励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、

総
会
内
に
お

い
て
、
長
年

◆
支
部
報
発
行

支
部
長
　
矢
澤
喜
成

○
第
68
号　

令
和
２
年
９
月
１
日
発
行

・
皆
様
と
の
再
会
を
期
し
て

　
　
　

 

支
部
長　

矢
澤
喜
成
（
文
50
）

武
漢
肺
炎
は
数
箇
月
に
し
て
我
々
の
日

常
を
、
世
界
の
様
相
を
一
変
さ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昨
年
の
今
頃
に
は
想
像
も
し

東天紅大宮店にて

埼
玉
県
支
部

東
京
都
支
部

第68号（1）	 松苓会東京支部報	 令和２年９月１日

　
武
漢
肺
炎
は
数
箇
月
に
し
て

我
々
の
日
常
を
、
世
界
の
様
相
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨

年
の
今
頃
に
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
事
態
に
、
こ
れ
か
ら
の
世

の
中
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
、

ど
う
生
き
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
誰

し
も
が
不
安
に
駆
ら
れ
る
毎
日
で

す
。
東
京
支
部
も
一
年
か
け
て
計

画
し
て
き
た
支
部
総
会
・
講
演
会
、

文
学
・
歴
史
散
歩
の
中
止
を
決
定

し
ま
し
た
。焦
眉
の
急
に
迫
ら
れ
、

数
名
の
役
員
、
本
部
の
会
長
・
副

会
長
、
近
隣
の
支

部
長
と
の
相
談
・

連
絡
の
み
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
何
よ
り
も
皆
様
の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
の
苦
渋
の
決
断
で
あ

る
事
を
御
賢
察
下
さ
い
。
今
年
度

の
活
動
計
画
・
予
算
も
こ
の
紙
面

で
の
御
承
認
を
依
頼
す
る
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
卒

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
己
の

為
せ
る
だ
け
の
事
を
し
て
前
に
進

む
し
か
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
様
と
ま
た
楽
し
い

一
時
を
過
ご
せ
る
事
を

期
し
て
已
み
ま
せ
ん
。

　
世
界
中
を
駆
け
巡

る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
。

そ
の
影
響
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
の
生
活

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
は
、
二
箇
所
（
勤
務

す
る
職
場
の
場
所
）
で
の
勤
務
予

定
だ
っ
た
の
だ
が
、
急
遽
自
宅
勤

務
が
追
加
さ
れ
た
の
だ
。
一
週
間

に
三
箇
所
で
勤
務
す
る
の
は
、
私

の
年
齢
に
な
る
と
、
疲
労
が
じ
わ

り
じ
わ
り
と
押
し
寄
せ
て
く
る
の

だ
。
場
所
に
よ
っ
て
す
る
べ
き
内

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

私
の
生
活
圏
を
著
し
く
変
え
た
。

仕
事
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
な
り
、
神

田
を
拠
点
と
し
た
活
動
は
自
宅
中

心
に
な
り
、
対
面
に
よ
る
会
議
は

テ
レ
ビ
電
話
と
変
わ
っ
た
。

　
お
か
げ
で
か
な
り
時
間
的
余
裕

が
出
来
、
人
と
の
対
面
は
自
然
と

の
対
面
へ
と
変
化
し
た
。
毎
朝
近

く
の
舎
人
公
園
で
四
月
の
桜
に
始

ま
り
、
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
等
四

季
折
々
の
草
花
と
の
出
合
い
を
楽

し
み
、
池
で
は
ア
ヒ
ル
親
子
を
観

　「
も
し
疫
病
が
流
行
し
た
ら
、

私
の
姿
を
描
い
た
絵
を
人
々
に
見

せ
よ
。」
―
江
戸
時
代
、
肥
後
国

の
海
中
か
ら
現
れ
た
と
い
う
半
人

半
魚
の
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」。
神

奈
川
の
だ
る
ま
店
が
、
転
が
っ
て

も
起
き
上
が
る
だ
る
ま
は
縁
起
物

と
「
ア
マ
ビ
エ
だ
る
ま
」
を
考

案
、
最
高
で
約
三
か
月
待
ち
だ
と

か
。
こ
の
妖
怪
は
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
の
瓦
版
だ
け
に
し

か
残
っ
て
い
な
い
ら

し
い
が
、
妖
怪
掛
軸

専
門
店
が
紹
介
し
て

容
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
た
び
に

頭
の
中
を
切
り
替
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
自
宅
勤
務
の
時
は
両
方
の
仕

事
に
つ
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
、

脳
の
疲
労
も
相
当
な
も
の
と
な
っ

た
。
外
で
の
飲
食
も
で
き
ず
、
勤

務
先
か
ら
自
宅
へ
直
行
の
帰
宅
。

以
前
の
私
か
ら
は
想
像
も
で
き
な

い
「
品
行
方
正
」
な
生
活
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
泣
き
言
を
言
っ
て
も

始
ま
ら
ぬ
。
た
だ
恐
れ
る
だ
け
で
な

く
十
分
な
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
、

こ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
ん
で

み
よ
う
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
皆
さ
ん
は
い

か
が
で
す
か
。

察
し
、
木
々
の
臭
い
を

体
い
っ
ぱ
い
吸
い
な
が

ら
散
歩
し
て
い
る
。

　
九
時
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
向
い
、

仕
事
を
こ
な
し
、
日
中
は
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
行
き
、
夕
方
に
再
び
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
。

毎
日
一
万
歩
と
三
百
メ
ー
ト
ル
の

泳
ぎ
を
日
課
と
し
、
体
力
作
り
に

も
勤
し
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
私
に
人
間
ら
し
い
ゆ
っ
た
り

と
し
た
生
活
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
、
ら
し
い
？
　

人
間
ら
し
い
生
活

と
は
何
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

広
ま
り
、
そ
の
姿

は
マ
ス
ク
、
お
菓

子
、
文
具
類
に
描

か
れ
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
イ
ラ
ス
ト

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
勤
務
校
は
約
二
か
月
の
休
校
か

ら
分
散
登
校
を
経
て
、
学
期
末
考

査
が
無
事
に
終
了
。
終
業
式
が
八

月
五
日
、
二
学
期
開
始
は
八
月

二
十
四
日
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

　
千
百
年
前
に
京
の
都
を
は
じ
め

日
本
各
地
に
疫
病
が
流
行
し
た
際
、

災
厄
の
除
去
を
祈
っ
た
こ
と
に
始

ま
っ
た
祇
園
祭
も
中
止
に
。

　
一
日
も
早
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
「
終
息
」
の
日
が
来
る
こ

と
を
「
ア
マ
ビ
エ
」
に
祈
念
す
る
。

皆
様
と
の
再
会
を
期
し
て

�

支
部
長��

矢
澤
喜
成
（
50
期
）

コ
ロ
ナ
禍
、
三
箇
所
で
の
勤
務

�

常
任
幹
事��

神
河
秀
春
（
47
期
）

生
活
圏
の
変
化

�

副
支
部
長���

星
野
優
子
（
42
期
）

「
ア
マ
ビ
エ
」
に
祈
り
を

�

副
支
部
長��

大
山
由
美
子
（
47
期
）

謝
感

動
計
画
・
予
算
も
こ
の
紙
面
で
の
御
承
認

を
依
頼
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
何
卒
宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
己
の
為
せ

る
事
を
し
て
前
に
進
む
し
か
な
い
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
と
ま
た
楽
し
い
一
時
を
過
ご

せ
る
事
を
期
し
て
已
み
ま
せ
ん
。

・
生
活
圏
の
変
化

　
　
　

副
支
部
長　

星
野
優
子
（
文
42
）

・「
ア
マ
ビ
エ
」
に
祈
り
を

　
　

副
支
部
長　

大
山
由
美
子
（
文
47
）

・
コ
ロ
ナ
禍
、
三
箇
所
で
の
勤
務

　
　
　

常
任
幹
事　

神
河
秀
春
（
文
47
）

・
日
々
、
粛
々
と

　
　
　

常
任
幹
事　

畠
山
幸
治
（
文
37
）

・
読
書
三
昧
（
佐
々
木
常
夫
氏
の
著
書
）

　
　
　

監
事　

渡
辺
大
雄
（
文
65
）

・
ス
ポ
ー
ツ
の
力

　
　
　

常
任
幹
事　

髙
栁
幸
雄
（
文
49
）

・
新
生
活
の
中
で

　
　
　

常
任
幹
事　

荒
屋
陽
子
（
文
85
）

・
二
松
の
風
景

常
任
幹
事　

原
由
来
恵
（
文
63
）

・
活
躍
す
る
卒
業
生

　
岩
手
・
遠
野
か
ら　
　

　
　
　
　
　
　

新
田
泰
嗣
（
政
１
）

・
平
成
三
十
一
年
度

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
出
品
作
品

　
「
泊
小
湊
城
崎
海
岸
」

　
　
　

�

修
峰
家
永　

修
（
文
44
）
書

　
　
　

�

二
榴
矢
澤
喜
成
（
文
50
）
撰

・
心
を
弾
ま
せ
る
こ
と

　
　
　

�

幹
事
長　

片
山
聖
英
（
文
50
）

・
２
０
１
９
年
度　

二
松
學
舍
松
苓
会

　
東
京
支
部
会
計
報
告

・
令
和
２
年
度
千
葉
県
支
部
総
会
の
御
案

内
・
令
和
２
年
度
文
学
散
歩
の
御
案
内

・
令
和
元
年
度
千
葉
県
支
部
会
費
納
入
者

御
芳
名

何
か
と
ご
苦
労
も
多
い
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
松
苓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
た
日
常
が
戻
り
、
賑
や
か
な
懇
親
会
が

開
催
で
き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
閉
会
し

ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

関　

保
典　
（
文
35
）
清
水　

登
（
文
42
）

大
工
原
明
人（
文
42
）
上
平
徳
男
（
文
51
）

江
村
春
彦　
（
文
57
）
石
川
麻
貴
（
文
71
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
31
号　

令
和
2
年
6
月
26
日
発
行

・
こ
の
世
は　

助
け
合
い　

み
ん
な
繋
が

っ
て
い
る　
　
　

支
部
長　

関　

保
典

・
訃
報　

嘉
部
益
次
先
生
の
ご
逝
去

・
20
世
紀
の
個
人
的
な
記
憶
と
長
野
、
そ

し
て
21
世
紀
の
二
松
學
舍

　
　
　

二
松
学
舎
大
学
学
長　

江
藤
茂
博

・
文
学
散
歩　

上
伊
奈
・
城
下
町
高
遠
を

巡
る　
　
　
　

副
支
部
長　

清
水　

登

・
長
野
県
支
部
総
会
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
活
動
報
告

・
令
和
2
年
度
活
動
計
画
（
案
）

・
令
和
元
年
度
会
計
報
告

・
令
和
2
年
度
予
算
（
案
）

・
令
和
2
・
3
年
度
役
員
（
案
）

症
拡
大
に
伴

い
、
大
学
、

松
苓
会
等
の

ご
来
賓
の
出

席
は
お
願
い

せ
ず
、
長
野

県
内
の
会
員

6
名
で
の
開

催
と
な
り
ま

し
た
。

総
会
で
は

平
成
31
・
令

和
元
年
度
活

動
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
さ
ら

に
令
和
2
年
度
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
2
・
3
年

度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
の
も

と
気
持
ち
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
は
、
支
部
総
会
の
縮
小
、
文
学
散
歩

の
中
止
な
ど
に
お
よ
び
、
私
た
ち
の
生
活

に
も
大
き
く
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
顧
問
の
関
保
典
先
生

（
文
35
）
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
も
長
野
支

部
会
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
積
極
的
に
獲

得
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
言

葉
や
、
新
支
部
長
の
清
水
登
先
生
（
文

42
）
か
ら
も
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
企

画
・
行
事
を
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。

懇
親
会
は
開
催
せ
ず
、
わ
ず
か
な
時
間

の
支
部
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
に
一

度
の
大
切
な
時
間
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
は
落
ち
着

◆
支
部
総
会　
　
　

幹
事
　
石
川
麻
貴

平
成
31
・
令
和
元
年
度
長
野
県
支
部
総

会
が
、
去
る
7
月
25
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル

信
濃
路
（
長
野
市
中
御
所
岡
田
町
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

「ホテル信濃路」にて

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
中
止

支
部
長
　
平
野
光
治

世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
『
マ
ス
ク
』

や
『
３
密
』
の
み
な
ら
ず
流
行
語
大
賞
候

補
を
多
く
生
み
出
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
は
行

き
過
ぎ
た
『
正
義
感
』『
常
識
論
』『
当
然

論
』
に
よ
り
、
人
の
心
を
惑
わ
し
、
社
会

を
む
し
ば
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

の
『
医
療
実
態
』『
Ｉ
Ｔ
化
』
の
真
の
姿

が
表
面
化
し
て
不
安
を
助
長
し
、
人
と
人

と
の
関
係
の
大
切
さ
や
互
い
を
認
め
合
う

心
を
奪
い
、
個
人
の
尊
重
と
い
う
根
本
に

禍
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
人
と
し
て
自

分
は
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
『
不
要
不
急
』『
新
し

い
生
活
様
式
』
は
神
奈
川
県
支
部
事
業
の

実
施
に
大
き
な
壁
と
な
り
ま
し
た
。
単
純

に『
人
に
う
つ
し
た
ら
責
任
が
取
れ
な
い
』

と
の
思
い
が
全
て
と
言
っ
て
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
度
に
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
令
和
２
年
度
は
支
部
運
営
の

見
直
し
を
進
め
る
計
画
で
し
た
が
検
討
委

員
会
・
役
員
会
が
持
て
ず
、
す
べ
て
が
暗

礁
に
乗
り
上
げ
た
状
況
で
す
。
小
役
員
会

（
３
人
）
を
３
回
ほ
ど
実
施
し
、
総
会
・

文
学
歴
史
探
訪
・
賀
詞
交
歓
会
の
主
事
業

長
野
県
支
部

を
中
止
と
し
、
会
計
監
査
の
実
施
と
支
部

報
の
発
行
の
み
の
実
施
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
葉
書
で
報
告
い
た

し
ま
し
た
。
支
部
報
に
令
和
元
年
度
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度
予

算
案
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
令
和
２

年
度
事
業
計
画
を
掲
載
し
、
仮
承
認
を
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。
正
式
に
は
令
和
３

年
度
総
会
に
て
最
終
承
認
を
い
た
だ
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
支
部
事
業
が
安
心
し
て
実
施

で
き
る
時
期
に
向
け
て
や
る
べ
き
準
備
を

進
め
る
決
意
で
す
。
本
年
度
の
よ
う
な
緊

急
事
態
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
含
め

て
規
約
や
申
し
合
わ
せ
事
項
の
検
討
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
二
松
學

舍
松
苓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
神

奈
川
県
支
部
の
事
業
実
施
検
討
等
に
お
い

て
東
京
支
部
並
び
に
千
葉
県
支
部
の
事
業

実
施
計
画
や
諸
文
書
を
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

・
２
０
２
０
年
度　

二
松
學
舍
松
苓
会

　

東
京
支
部
予
算
（
案
）

・
東
京
支
部
令
和
元
年
度
活
動
報
告

・
東
京
支
部
令
和
二
年
度
活
動
計
画

神
奈
川
県
支
部
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兵
庫
県
支
部

◆
支
部
活
動
の
状
況

支
部
長
（
近
畿
代
表
幹
事
）

武
内
昭
德

兵
庫
県
は
、
人
数
も
多
く
、
広
域
な
た

め
、一
同
に
会
す
る
こ
と
が
大
変
難
し
く
、

場
所
選
定
に
も
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
、

現
時
点
で
は
、
総
会
等
は
実
施
出
来
て
い

な
い
。
す
ぐ
に
総
会
と
い
う
形
は
無
理
だ

が
、
今
後
親
睦
を
含
め
た
見
学
研
修
、
例

え
ば
、
姫
路
城
探
索
後
に
食
事
会
を
実
施

す
る
な
ど
の
計
画
を
考
え
て
い
る
。

な
お
姫
路
城
探
索
の
企
画
に
関
し
て

は
、
兵
庫
県
の
会
員
の
み
な
ら
ず
、
近
畿

地
区
、
そ
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
、
全
国
の

支
部
長
を
通
じ
て
、
全
国
の
会
員
に
働
き

か
け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

私
は
、
兵
庫
県
支
部
長
と
な
り
20
年
程

経
た
が
、
定
年
退
職
後
も
有
難
い
こ
と
に

公
立
・
私
学
と
も
に
お
声
を
か
け
て
頂
き
、

非
常
勤
講
師
を
や
り
な
が
ら
兵
庫
県
の
松

苓
会
の
お
世
話
と
言
う
大
役
の
上
に
、
10

年
程
前
よ
り
近
畿
地
区
の
お
世
話
が
加
わ

り
「
二
兎
追
う
者
は
、
一
兎
も
得
ず
」
の

如
く
、
全
て
中
途
半
端
と
な
り
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い
る
現
状
で

あ
る
。

私
事
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

昨
年
度
末
3
月
か
ら
今
年
度
5
月
ま
で

は
、
学
校
で
の
授
業
は
出
来
ず
、
教
師
生

活
初
め
て
、
在
宅
勤
務
を
経
験
し
た
。
6

月
か
ら
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
及
び
マ
ス
ク

着
用
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
声
が
生

徒
に
は
っ
き
り
伝
わ
り
難
い
状
態
で
、
期

末
考
査
の
み
で
成
績
を
付
け
、
な
ん
と
か

一
学
期
も
終
え
た
。
現
在
は
、
夏
季
休
業

中
で
あ
る
が
、
二
学
期
か
ら
の
授
業
も
ど

う
な
る
か
と
言
う
状
態
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
役
員
各
位
と

の
連
絡
も
取
れ
ず
、
ま
だ
兵
庫
県
と
し
て

の
総
会
は
実
施
出
来
て
い
な
い
。
早
く
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

年
に
一
度
、
近
畿
２
府
５
県
で
行
っ
て
い

る
「
近
畿
松
苓
会
」
の
互
礼
会
も
、
今
年

度
は
、
実
施
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。

現
在
、
兵
庫
県
支
部
と
し
て
は
、
具
体

的
な
活
動
は
滞
っ
て
い
る
が
、
近
畿
松
苓

会
の
援
助
及
び
松
苓
会
本
部
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
前
向
き
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
重
県
支
部

◆
支
部
総
会

事
務
局
長
　
加
藤
武
俊

令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時

よ
り
、「
津
ミ
ー
ト
か
し
わ
ぎ
」
を
会
場

に
松
苓
会
三
重
支
部
「
朋
友
会
」
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
10
名
で
し
た
。

小
川
支
部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
齋
藤

拙
堂
顕
彰
会
主
催
の
書
道
展
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

齋
藤
拙
堂
（1797

～1865

）
は
江
戸

末
期
の
津
藩
の
儒
学
者
で
す
。
昌
平
校
の

古
賀
精
里
に
学
び
、
藩
校
有
造
館
の
督
学

と
な
り
ま
し
た
。
二
松
學
舍
創
設
者
三
島

中
洲
は
、
山
田
方
谷
に
学
ん
だ
後
、
拙
堂

の
文
名
を
聞
い
て
江
戸
遊
学
を
止
め
拙

堂
の
門
を
た

た
い
て
い
ま

す
。津

市
の
偕

楽
公
園
内
に

は
中
洲
撰
文

の
齋
藤
拙
堂

頌
徳
碑
も
あ

り
ま
す
。
大

学
と
三
重
の

関
係
も
と
て

も
身
近
に
感

じ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
碑
も
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
是
非
と
も
会
で
、
散
策

す
る
機
会
を
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
実
現
し
て
お
り
ま
せ

ん
。大

学
の
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
主

体
に
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
人
が
集
ま

る
こ
と
、
移
動
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
人
と
人
が
直
接
あ
っ
て
共
感

し
あ
う
こ
と
が
容
易
で
な
く
な
っ
て
い
る

中
、
総
会
も
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
課

題
で
す
。

〈
参
加
者
〉

稲
垣
武
嗣
（
文
33
）
三
林
忠
明　
（
文
34
）

前
野
克
二
（
文
37
）
伊
藤
淑
子　
（
文
38
）

山
口
由
香
（
文
38
）
小
川
直
紀　
（
文
44
）

加
藤
武
俊
（
文
49
）
納
所
佳
子　
（
文
54
）

竹
嶋
秀
聡
（
文
56
）
岡
部
美
由
紀（
文
57
） 「津ミートかしわぎ」にて

松
苓
日
誌
抄

2
月
22
日　

卒
業
生
異
業
種
交
流
会
中
止

3
月
7
日　

第
5
回
常
任
幹
事
会
（
議
案
書
送
付
に

よ
る
書
面
で
の
開
催
）

3
月
16
日　

卒
業
式
中
止　

　
　
　
　
　

学
位
記
・
卒
業
証
書
大
学
内
の
教
室
等

で
授
与
。
卒
業
記
念
品
（
名
刺
入
れ
）、

会
報
63
号
配
布
。

4
月
1
日　

入
学
式
中
止

　
　
　
　
　

新
入
生
へ
の
入
学
記
念
品
贈
呈
（
松
苓

会
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
5
枚
セ
ッ
ト
）は
、

大
学
の
配
慮
に
よ
り
郵
送
で
配
布

4
月
2
日
～
12
日
ま
で
大
学
休
校
（
全
学
生
、
教
職

員
）。
校
舎
内
立
ち
入
り
禁
止

4
月
7
日　

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言

4
月
8
日　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
休
校
を
5

月
6
日
ま
で
延
期

4
月
13
日　

常
任
幹
事
会
、
定
期
総
会
の
中
止
を
常

任
幹
事
会
メ
ン
バ
ー
に
発
送

4
月
30
日　

定
期
総
会
の
中
止
を
総
会
構
成
員
に
発

送
（
は
が
き
）

5
月
6
日　

大
学
構
内
立
ち
入
り
禁
止
を
5
月
31
日

ま
で
延
期

5
月
30
日　

大
学
入
校
制
限
期
間
延
長
（
学
生
、
一

般
の
方
）
5
月
25
日
か
ら
当
面
の
間

6
月
13
日　

幹
事
会
、
定
期
総
会
中
止

7
月
7
日　

三
役
会
議　

喫
茶
店
ル
ノ
ア
ー
ル
（
校

内
立
入
禁
止
に
よ
り
）

7
月
21
日　

三
役
会
議　

4
号
館
教
室
（
松
苓
会
室

で
の
三
密
を
さ
け
る
た
め
）

7
月
27
日　

三
役
会
議　

4
号
館
教
室

7
月
30
日　

葊
田
会
長
、
江
藤
学
長
と
懇
談　

7
月
31
日　

令
和
元
年
度
会
計
監
査

8
月
6
日　

三
役
会
議　

4
号
館
教
室

同
日　
　
　

松
苓
会
報
編
集
委
員
会　

4
号
館
教
室

8
月
12
日　

定
期
総
会
議
案
書
を
構
成
員
に
送
付

9
月
3
日　

三
役
会
議　

4
号
館
教
室

9
月
16
日　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会

9
月
19
日　

常
任
幹
事
会　

4
号
館
教
室

9
月
26
日　

春
セ
メ
ス
タ
ー
の
学
位
記
授
与
式
。
文

学
部
２
人
、
国
際
政
治
経
済
学
部
２
人

卒
業

10
月
6
日　

三
役
会
議　

１
号
館
会
議
室

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
支
援
金
目
録
贈
呈
式
挙
行
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同
期
会
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

「
二
松
剣
」
発
行

船
曵
泰
夫
（
文
57
）

二
ュ
ー
ス

速
報
！
「
北

朝
鮮
が
ロ
ケ

ッ
ト
発
射
。

東
京
に
打
ち

込
む
可
能
性

も
あ
る
。」
と
い
う
報
道
の
中
、
私
は
東

京
行
の
夜
行
バ
ス
の
中
で
し
た
。「
ま
さ

か
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
絶
対
な

い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。」
私
の
頭
と
心

の
中
は
こ
ん
な
事
の
繰
り
返
し
で
、
う
と

う
と
し
か
け
た
そ
の
時
、「
死
ぬ
か
も
し

れ
な
い
。
も
し
生
き
て
い
た
ら
何
を
大
事

に
、
何
を
し
て
い
こ
う
か
？
」「
そ
う
だ
、

大
学
剣
道
部
時
代
に
作
成
し
た
機
関
紙

「
二
松
剣
」
Ｏ
Ｂ
版
を
作
ろ
う
」
が
ス
ー

ッ
と
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
。
兵
庫
県
瀬
戸
内
の
世

界
遺
産
姫
路
城
と
赤
穂
義
士
の
町
に
挟
ま

れ
た
相
生
市
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
卒
業

後
31
年
が
経
ち
ま
し
た
。
田
舎
者
が
上
京

し
、
初
心
者
同
様
で
入
部
し
た
剣
道
部
、

同
期
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
先
生
・
先

輩
・
後
輩
と
い
ろ
ん
な
あ
ら
ゆ
る
辛
苦
喜

楽
を
共
に
過
ご
し
、
学
業
と
書
道
に
も
自

分
の
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ん
だ
日
々
を
思
い

出
し
ま
す
。
一
年
次
に
は
剣
道
部
広
報
係

と
し
て
部
内
機
関
紙
「
二
松
剣
」
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。

当
時
私
は
新
聞
各
紙
の
「
題
字
・
バ
ッ

ク
画
」
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
全
国
各

地
に
行
っ
て
は
必
ず
新
聞
を
買
っ
て
収
集

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
題
字
の
刷
新
に

取
り
組
み
、
当
時
教
授
の
浦
野
俊
則
先
生

に
題
字
を
、
バ
ッ
ク
画
は
同
期
で
美
術
同

好
会
の
福
本
郁
子
さ
ん
に
画
い
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
作
品
を
今
で
も
使
用
で
き
る

事
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

残
念
な
事
に
伝
統
あ
る
剣
道
部
に
は
正

式
な
Ｏ
Ｂ
会
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
最
初
は

近
い
代
の
西
日
本
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
郵
送
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
あ
り
が
た
い
こ
と

に
件
数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
今
度

は
経
費
が
か
か
る
問
題
が
・
・
。
切
手
や

現
金
の
寄
付
で
運
営
し
て
い
た
中
、
グ
ル

ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
ッ
プ
し
て
登
録
以
外
の

方
の
み
郵
送
す
る
改
善
を
行
い
ま
し
た
が

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
松
苓

会
事
務
局
と
ご
縁
を
頂
い
た
中
で
、「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」
見
れ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
依
頼
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
実
現
出
来
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
学
生

時
代
、
剣
道
部
時
代
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い

た
事
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
「
二
松

剣
」
で
少
し
で
も
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
お

返
し
が
出
来
る
よ
う
に
、
正
式
な
Ｏ
Ｂ
会

設
立
を
心
待
ち
に
し
て
、
今
後
も
出
来
る

限
り
取
り
組
ん
で
参
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

現
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、
松
苓
会
小

林
幹
事
長
は
じ
め
小
林
幹
事
（
先
輩
）
に

お
か
れ
ま
し
て
は
松
苓
会
報
に
掲
載
頂
け

る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
兵
庫
県
に

は
「
た
こ
焼
き
・
日
本
酒
・
牡
蠣
・
う
ま

い
か
等
」
美
味
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
越
し

下
さ
い
ま
せ
。

〈
編
集
部
注
〉「
二
松
剣
」
Ｏ
Ｂ
版
既
刊
号

　

第
1
号　

平
成
30
年
5
月
15
日
発
行

　

第
2
号　

平
成
30
年
9
月
25
日
発
行

　

第
3
号　

平
成
31
年
1
月
1
日
発
行

　

第
4
号　

令
和
元
年
5
月
15
日
発
行

　

第
5
号　

令
和
元
年
9
月
15
日
発
行

　

第
6
号　

令
和
2
年
1
月
1
日
発
行　

　

第
7
号　

令
和
2
年
5
月
10
日
発
行

　

号
外　
　

令
和
2
年
5
月
16
日
発
行

　

第
8
号　

令
和
2
年
9
月
1
日
発
行

学生時代の「二松剣」第 6号
（昭和 62年７月頃発行）

「二松剣」第８号

同
期
会
、
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

松
苓
会
で
は
、
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

の
開
催
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
同
期
会
、

ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
等
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
を
開
催
す
る
場
合
は
、
松
苓
会
本
部
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
申
請
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
助
成
額
は
1
万
円
。

助
成
対
象
は
、
原
則
と
し
て
10
人
以
上
参

加
。
開
催
の
た
め
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

松
苓
会
報
原
稿
募
集

会
員
相
互
の
交
流
、
情
報
交
換
の
場
を

積
極
的
に
提
供
す
る
た
め
、
会
員
か
ら
原

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、会
員
の
近
況
報
告
（
例
え
ば
、

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
、
仕
事
を
し
て

い
る
、書
道
な
ど
の
「
個
展
を
開
催
す
る
」

「
開
催
し
た
」「
受
賞
し
た
」）、
母
校
や
恩

師
の
思
い
出
、
漢
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど

の
文
芸
作
品
。
同
期
会
、
ゼ
ミ
会
、
ク
ラ

ス
会
、ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
す
る
、

開
催
し
た
な
ど
。

字
数
は
800
字
程
度
ま
で
。
短
信
（
50
字

位
）
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

締
切　

特
に
定
め
ま
せ
ん
。
会
報
は
年

2
回
（
９
月
、
３
月
）
発
行
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
適
宜
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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大 学 だ よ り

朝
日
教
育
会
議
２
０
２
０
を
開
催

〈
参
加
者
募
集
〉
募
集
締
切
11
月
26
日
㈯

　
「
渋
沢
栄
一
『
論
語
と
算
盤
』
か
ら
生
ま
れ
る
未
来
」
の
テ
ー
マ
で

12
月
12
日
（
土
）
に
ラ
イ
ブ
配
信
。

　

参
加
申
し
込
み
は
「
朝
日
教
育
会
議
」
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://aef.asahi.com
/2020　

か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

入
り
、
必
要
事
項
を
記
入
。�

（「
朝
日
新
聞
」
９
月
11
日
付
）
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2020 年度二松学舎大学ホームカミングデー
今年は特設サイト（ホームページ）で開催

今回で16回目を迎えるホームカミングデーは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、従来の卒業生

を母校に招いての企画は中止といたします。新な試みとして、松苓会ホームページにホームカミングデー特設

サイトを開設し、動画配信による大学学長、教員からのメッセージ、大学の近況報告、さらに卒業生の皆様か

らの応募による「なんでもWeb写真展」など、お楽しみいただけるコンテンツを用意いたします。自宅のパソ

コン、スマートフォン、タブレット端末からアクセスしてご参加ください。

11月上旬公開予定（約2カ月間）　詳細は同封のチラシで確認してください。

出 身 都 道 府 県 別 在 籍 者 数
〈地域別在籍者数〉

北海道 東北 関東 甲信越 東海 北陸 近畿 中国 四国 九州沖縄 その他

文学部 10 54 1,731 55 40 6 6 12 12 15 10 

国際政治経済学部 3 13 892 21 16 4 5 7 5 13 46 

計 13 67 2,623 76 56 10 11 19 17 28 56 

0.44% 2.25% 88.14% 2.55% 1.88% 0.34% 0.37% 0.64% 0.57% 0.94% 1.88%

〈都道府県別在籍者数〉
1 年 2 年 3 年 4 年 合計 1 年 2 年 3 年 4 年 合計

北海道 2 2 3 6 13 滋賀県 0 0 0 0 0 

青森県 2 2 2 3 9 京都府 1 0 0 0 1 

岩手県 3 2 1 1 7 大阪府 0 1 0 2 3 

宮城県 2 4 5 4 15 兵庫県 1 1 1 2 5 

秋田県 1 0 1 0 2 奈良県 0 1 0 0 1 

山形県 2 3 1 3 9 和歌山県 1 0 0 0 1 

福島県 7 ４ ８ ６ 25 鳥取県 3 2 0 1 6 

茨城県 50 46 45 31 172 島根県 1 4 0 0 5 

栃木県 10 8 13 10 41 岡山県 1 0 2 0 3 

群馬県 8 9 5 8 30 広島県 1 0 1 1 3 

埼玉県 112 135 129 124 500 山口県 0 1 0 1 2 

千葉県 201 213 216 196 826 徳島県 1 0 0 1 2 

東京都 179 205 198 184 766 香川県 1 2 1 1 5 

神奈川県 69 80 70 69 288 愛媛県 2 3 0 2 7 

新潟県 9 3 10 7 29 高知県 1 0 0 2 3 

富山県 0 0 0 4 4 福岡県 1 1 2 4 8 

石川県 0 1 2 2 5 佐賀県 1 0 1 0 2 

福井県 1 0 0 0 1 長崎県 0 0 0 0 0 

山梨県 0 1 1 1 3 熊本県 3 1 0 0 4 

長野県 15 8 14 7 44 大分県 1 0 0 0 1 

岐阜県 0 1 0 0 1 宮崎県 0 1 1 2 4 

静岡県 12 8 10 15 45 鹿児島県 1 0 1 2 4 

愛知県 0 2 2 1 5 沖縄県 2 0 1 2 5 

三重県 0 0 3 2 5 その他 14 15 16 11 56 

合  計 722 770 766 718 2,976 

（2020 年 5月 1日現在）（人）

（2020 年 5月 1日現在）（人）
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学
生
、
教
職
員
、“
柏
”
全
員
集
合

　
　
　

２
０
０
２・
２
０
０
３
年 

 

志
村
　
孝
（
文
59
）

そ
の
２
年
間
の
仕
事
は
、
毎
朝
、
台
車

を
押
し
な
が
ら
、
２
号
館
１
階
の
学
生
ホ

ー
ル
の
見
回
り
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
学
生
が
く
る
前
に
限
る
。

300
席
ぐ
ら
い
の
学
生
ホ
ー
ル
に
は
、
テ

ー
ブ
ル
の
上
に
サ
ー
ク
ル
の
縄
張
り
を
示

す
学
生
手
作
り
の
プ
レ
ー
ト
が
と
こ
ろ
狭

し
と
立
ち
並
ん
で
い
た
。
ク
ラ
ブ
に
は
、

部
室
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
サ
ー

ク
ル
、
こ
と
に
非
公
認
サ
ー
ク
ル
と
な
る

と
居
場
所
が
な
い
の
で
、
こ
う
な
る
の
で

あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
公
然
と
特
定
の
場

所
を
占
拠
し
て
、
マ
ン
ガ
本
、
週
刊
誌
、

教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
そ
し
て
怪
し
げ
な
物

ま
で
置
い
て
い
く
。
取
ら
れ
て
無
く
な
ら

な
い
の
か
と
心
配
す
る
が
、そ
ん
な
の
は
、

ど
こ
吹
く
風
だ
。

こ
ち
ら
は
、
占
拠
な
ど
許
し
て
た
ま
る

か
と
、
職
員
数
人
で
隅
か
ら
隅
ま
で
す
べ

て
回
収
し
て
、
毎
朝
、
台
車
２
台
分
の
収

穫
を
１
号
館
１
階
の
事
務
室
に
運
び
込

む
。そ

う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
学
生
を

す
し
詰
め
に
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
校

門
前
に
次
々
に
到
着
す
る
。
こ
ち
ら
は
、

事
務
所
か
ら
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。

ド
ア
が
開
き
、
解
放
さ
れ
る
姿
は
、
通
勤

電
車
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
重
な
っ
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
僕
の
物
な
ん
で

す
が
…
」
学
生
が
、
お
ず
お
ず
と
言
っ
て

く
る
。
回
収
し
た
物
は
、
学
生
か
ら
見
え

る
よ
う
に
事
務
室
に
置
い
て
お
く
の
だ
。

注
意
し
て
も
、
次
の
朝
に
は
、
し
っ
か
り

台
車
２
台
分
戻
っ
て
い
た
が
、
小
言
の
一

つ
も
職
員
に
と
っ
て
は
、
学
生
と
の
挨
拶

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

２
０
０
２
年
、
２
０ 

０
３
年
、
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
に
２
学
部
３
学
科
の

全
学
生
が
集
合
し
た
。

こ
れ
は
創
立
１
２
５
周

年
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
現
在
の
九
段

キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
て

替
え
た
た
め
で
あ
る
。

建
て
替
え
の
間
、
都
内
の
空
き
ビ
ル
を
仮

校
舎
に
す
る
と
い
う
案
も
あ
っ
た
が
、
大

学
院
の
授
業
を
湯
島
聖
堂
の
一
角
を
間
借

り
し
た
以
外
は
、
学
部
生
の
す
べ
て
を
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
め
た
の
で
あ
る
。

現
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
学
生
の

い
な
い
寂
し
い
九
段
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見

る
と
、
当
時
、
窮
屈
で
も
一
つ
の
空
間
で

学
生
、
教
員
、
職
員
、
そ
の
他
の
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
て
、
大
学
を
創
っ
て
い
た

の
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
実
感

す
る
。
全
学
年
が
揃
っ
た
学
生
達
、
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
し
、
こ
ち

ら
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
０
２

年
は
丁
度
、
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
時

で
、
学
生
ホ
ー
ル
を
、
今
で
い
う
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
し
て
、
学
生
、
教

職
員
で
、
わ
ぁ
ー
わ
ぁ
ー
と
や
っ
た
の
で

あ
る
。

当
時
は
、
教
務
課
と
学
生
課
が
合
体
し

て
教
学
課
と
な
り
、
大
地
武
雄
学
務
局
長

の
も
と
小
林
公
雄
学
務
局
次
長
、
五
十
嵐

清
教
学
部
長
、
髙
栁
幸
雄
副
部
長
、
大
渕

俊
明
課
長
、
課
員
に
は
、
高
橋
良
子
、
平

田
恵
、
小
西
明
徳
、
馬
淵
裕
之
、
山
﨑
修
、

榊
原
あ
づ
さ
、
島
田
穂
隆
、
室
井
宏
之
、

坪
井
貴
子
、
山
口
千
鶴
の
諸
氏
と
志
村
が

在
籍
し
て
お
り
、大
所
帯
と
な
っ
て
い
た
。

我
々
職
員
は
、
授
業
が
は
じ
ま
り
、
ほ

っ
と
す
る
と
、今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

事
務
室
と
廊
下
を
挟
ん
だ
場
所
に
あ
る
講

師
室
に
滑
り
込
む
。
講
師
室
に
は
、
喫
煙

室
が
あ
り
、
プ
カ
ー
と
一
服
休
憩
す
る
の

で
あ
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
事
務

室
か
ら
お
呼
び
が
か
か
る
。

近
所
の
う
な
ぎ
屋
さ
ん
（
こ
こ
の
ご
主

人
に
は
特
に
迷
惑
を
か
け
た
）
か
ら
の
電

話
で
あ
る
。
学
生
の
無
断
駐
車
だ
。
車
の

通
学
は
禁
止
し
て
い
た
が
、
例
の
す
し
詰

め
バ
ス
を
嫌
っ
て
、
違
反
が
絶
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
近
所
の
住
民
に

迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
と
、
大
学
の
公
用

車
を
使
っ
て
、
農
道
や
森
の
中
を
見
回
り

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
は
ひ
ど
い
剣
幕
で
「
大
学
は
何
や

っ
て
る
ん
だ
。
い
い
加
減
に
し
ろ
」
な
ん

て
よ
く
言
わ
れ
だ
が
、
訪
ね
て
お
詫
び
し

て
、
車
で
学
生
と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
近
所
の
農
家
の
お
じ
さ
ん

か
ら
「
あ
ん
た
ら
も
大
変
だ
よ
な
」
と

か
、
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話

し
相
手
に
な
る
よ
う
に
な
る
。
今
は
、
大

学
の
付
近
も
だ
い
ぶ
宅
地
化
が
進
ん
だ
よ

う
だ
が
、
そ
の
頃
は
の
ん
び
り
と
し
た
田

舎
だ
っ
た
か
ら
、
鍵
を
か
け
て
い
る
よ
う

な
家
は
少
な
く
て
、
ど
こ
の
家
で
も
開
け

っ
広
げ
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
調
子
に
乗
っ

て
、
縁
側
に
腰
掛
け
て
お
茶
を
一
杯
い
た

だ
く
、
そ
ん
な
関
係
が
近
所
で
何
件
も
で

き
る
と
、
終
い
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
娘
さ
ん
か
ら
大
学
に
連
絡

が
あ
っ
て
、「
今
朝
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
電
話
に
出
な
い
か
ら
見
に
行
っ
て
も

ら
え
ま
す
か
」
と

な
る
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
名
刺
を
娘

に
預
け
た
の
だ
っ

た
。
こ
こ
ま
で
く

る
と
さ
す
が
に
大

学
職
員
の
域
を
超

え
て
い
た
。
と
ま

あ
こ
ん
な
調
子

で
、
一
日
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
っ
た
訳
だ
。

こ
の
頃
、
学
生
会
の
代
表
を
務
め
た
の

が
、
ま
た
、
い
い
男
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、

こ
の
男
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
何
の
話
か
と

思
っ
た
ら
、
学
園
祭
の
呼
び
名
を
「
学
舎

祭（
が
く
し
ゃ
さ
い
）」か
ら「
創
縁
祭（
そ

う
え
ん
さ
い
）」
に
し
た
い
と
言
う
…
当

時
の
上
司
が
、簡
単
に
頷
く
わ
け
が
な
い
。

私
は
、
取
り
敢
え
ず
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
で

も
し
て
…
と
言
っ
た
記
憶
が
あ
る
が
、
今

と
な
っ
て
は
、「
学
舎
祭
」
な
ん
て
呼
び

名
は
、消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ま
ぁ
、
何
と
か
う
ま
く
や
っ
た
も
の
だ
。

こ
の
２
年
間
は
、
学
生
た
ち
も
（
自
分

た
ち
も
）
お
祭
り
の
よ
う
な
２
年
間
で
あ

っ
た
。（
二
松
学
舎
大
学
総
務
・
人
事
部
長
）



16

二松學舍松苓会報 No.64 2020年10月20日

大
西
邦
美
氏
（
文
40
）

「
旭
日
中
綬
章
」
受
章
令
和
2
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
、

昭
和
47
年
3
月
卒

業
の
大
西
邦
美
氏

が
旭
日
中
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
氏
は
、
昭
和
50
年
4
月
、
25
歳
で

香
川
県
牟
礼
町
議
会
議
員
に
最
年
少
で
当

選
。
昭
和
54
年
4
月
、
香
川
県
議
会
議
員

に
29
歳
県
下
最
年
少
で
当
選
。
以
来
8
期

連
続
当
選
を
果
た
し
、
36
年
間
の
議
員
生

活
を
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
は
、
藍
綬
褒
章
（
地
方
自

治
功
績
）
を
受
章
し
、
今
回
は
旭
日
中
綬

章
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

大
西
氏
は
、
平
成
17
年
12
月
か
ら
松
苓

会
香
川
県
支
部
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
25
歳
で
『
世
の
中
を
変
え
た
い
』
と

い
う
想
い
、
情
熱
だ
け
で
政
治
の
世
界
に

は
い
り
ま
し
た
。
選
挙
は
町
議
選
を
含
め

9
回
。
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
世
界
に
非

才
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
、
こ
の
力
の
結

晶
こ
そ
が
今
回
の
受
章
に
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
と
い
う
の
は
将
来
を
展
望
し
た
政

策
提
言
や
、
夢
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
公
平
性
公
正
さ
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
社
会
の
矛
盾
を
是
正
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
有
権

者
と
の
接
点
も
大
切
で
活
動
報
告
も
大
切

な
仕
事
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
当
時
大
学

で
学
ん
だ
飯
塚
友
一
郎
ゼ
ミ
の
『
伝
統
文

化
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
既
存
の
も
の

恩
師
か
ら
の
便
り

卒
業
生
だ
よ
り

私
の
近
況　
　
　
　
　
　
　

金
子
　
茂

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
中
国

武
漢
で
発
生
（
２
０
１
９
年
12
月
）
し
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
世
界
的
大
流
行
・
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
な
る
と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
さ
に
21
世
紀
の
人
類
を
脅
か

す
感
染
症
で
す
。
２
０
２
０
年
9
月
14
日

現
在
、
全
世
界
の
感
染
者
は
２
８
８
７
万

人
を
超
え
、
死
亡
者
は
92
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
日
本
の
感
染
者
は
７
５
６
５
７

人
、
死
亡
者
は
１
４
４
２
人
で
す
（
厚
生

労
働
省
の
感
染
症
統
計
）。

５
月
25
日
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、

全
国
的
に
は
第
2
波
の
感
染
者
が
徐
々
に

拡
大
し
、
7
月
末
か
ら
8
月
上
旬
で
ピ
ー

ク
に
、
以
降
9
月
に
入
っ
て
も
緩
や
か
に

感
染
減
少
傾
向
へ
と
推
移
し
て
い
る
と
、

専
門
家
は
見
て
い
ま
す
。
早
期
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
収
束
は
全
人
類
の
願
い
で
す

が
、
今
後
秋
か
ら
冬
に
向
か
っ
て
感
染
が

第
3
波
、
第
4
波
へ
と
推
移
し
て
い
く
の

か
、
い
つ
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
の
か
は
全

く
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

松
苓
会
の
現
職
の
皆
さ
ん
は
「W

ith

コ
ロ
ナ
」
時
代
に
な
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
・
時
差
通
勤
等
を

駆
使
し
な
が
ら
、
仕
事
の
特
性
に
あ
っ
た

多
様
な
働
き
方
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
3

密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
、
マ

ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
の
感
染
予
防
対
策
が

必
須
で
す
。
更
に
は「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
践
例（
厚
生
労
働
省
5
月
4
日
発
表
）

等
を
踏
ま
え
て
社
会
生
活
に
お
け
る
様
々

な
不
安
、
混
乱
、
困
難
な
ど
を
乗
り
越
え

て
く
だ
さ
い
。

次
に
、私
の
近
況
の
一
端
を
記
し
ま
す
。

退
職
後
7
年
目
に
な
り
ま
し
た
（
77
歳
）。

4
月
上
旬
に
は
結
婚
50
周
年
を
娘
家
族
の

住
む
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
迎
え
る
た
め
の
準
備

を
整
え
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
取

り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
居
住

内
や
地
域
の
防
災
活
動
・
行
事
等
で
は
役

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
じ
て

い
ま
す
が
、
活
動
は
休
止
状
態
で
す
。
自

ず
と
行
動
範
囲
も
狭
ま
り
巣
ご
も
り
の
よ

う
な
生
活
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
、

雑
誌
、
本
を
読
ん
だ
り
、
俳
句
を
作
っ
た

り
（
最
近
、
近
所
で
の
月
一
句
会
も
再

開
）、TV

、DV
D

、YouT
ube

を
見
た
り
、

自
転
車
で
散
歩
し
た
り
、
ア
リ
ゾ
ナ
の
娘

家
族
と
よ
く
ス
カ
イ
プ
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
特
に
健
康
維
持
・
増
進
な
ど
へ
の
関

心
度
が
増
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
が
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
体
操

の
他
に
日
課
と
し
て
程
々
に
実
践
し
て
い

る
「
一
読
、
十
笑
、
百
吸
、
千
字
、
万
歩
」

の
こ
と
を
記
し
ま
す
。
こ
れ
は
医
師
の
石

川
恭
三
教
授
（
杏
林
大
学
）
が
「
続
・
健

康
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」（
１
９
９
８
）、
集

英
社
文
庫
、
65 - 

69
頁
で
述
べ
た
こ
と
で

す
が
、担
当
し
た
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」

の
授
業
で
も
よ
く
引
き
合
い
に
出
し
ま
し

た
。
話
は
「
健
康
で
ボ
ケ
ず
に
長
生
き
す

る
た
め
の
知
恵
」
と
い
う
内
容
で
す
。
そ

れ
で
は
「
一
読
、
十
笑
、
百
吸
、
千
字
、

万
歩
」の
語
意
の
要
点
を
見
て
い
き
ま
す
。

〇
一
読
・
一
日
に
一
度
は
少
し
堅
め
の
文

章
や
社
説
等
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

〇
十
笑
・
一
日
に
10
回
位
は
大
笑
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

〇
百
吸
・
一
日
に
100
回
位
は
深
呼
吸
を
し

ま
し
ょ
う
。

〇
千
字
・
一
日
に
千
字
位
の
文
字
（
日
記

な
ど
）
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〇
万
歩
・
一
日
に
一
万
歩
は
歩
き
ま
し
ょ

う
（
私
は
５
０
０
０
歩
程
の
ス
ロ
ー
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
歩
行
を
行
な
っ
て
い
ま

す
）。

以
上
、
こ
の
話
題
は
健
康
法
の
一
環
と

し
て
誰
に
で
も
応
用
で
き
る
も
の
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
無
理
な
く
挑
戦
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

最
後
に
、
松
苓
会
の
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
名
誉
教
授
）



17

二松學舍松苓会報 No.64令和2年10月20日

度
が
低
い
。
そ
の
分
私
な
り
に
知
名
度
ア

ッ
プ
に
努
め
た
い
。
こ
ん
な
意
識
で
議
会

活
動
に
情
熱
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
二
松
學
舍
の
卒
業
生
が
い
ろ
ん
な

形
で
社
会
貢
献
さ
れ
、
大
き
く
羽
ば
た
い

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

に
捉
わ
れ
な
い
視
点
』。
教
授
の
推
奨
す

る
ア
ー
ノ
ル
ド
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
『
未

来
を
生
き
る
』
な
ど
に
書
か
れ
た
基
本
理

念
が
、
36
年
間
の
議
員
生
活
に
生
か
さ
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
二
松
學
舍
』
は
四
国
香
川
で
は
知
名

小
川
英
子
さ
ん
（
文
40
）

『
王
の
祭
り
』
刊
行

昭
和
47
年
3
月
卒
業
の
、
小
川
英
子
さ

ん
が
ゴ
ブ
リ
ン
書
房
か
ら
本
年
4
月
児
童

文
学
『
王
の
祭
り
』
を
出
版
し
た
。

16
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
日
本
を
舞

台
に
、〈
時
〉
と
〈
処
〉
を
超
え
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
、
壮
大
な
歴
史
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
。小

川
さ
ん
は
、「
世
界
一
お
い
し
い

…
…
」
で
カ
ネ
ボ
ウ
・
ミ
セ
ス
童
話
大
賞

優
秀
賞
、「
ピ
ア
ニ
ャ
ン
」
で
講
談
社
児

童
文
学
新
人
賞
、「
く
ら
ひ
め
さ
ま
」
で

児
童
文
学
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
賞
奨
励
賞
な

ど
を
受
賞
。
著
書
に『
あ
け
ち
ゃ
ダ
メ
―
』

『
山
ば
あ
ば
と
影
オ
オ
カ
ミ
』（
新
日
本
出

版
社
）『
ピ
ア
ニ
ャ
ン
』（
講
談
社
）
な
ど

が
あ
る
。

二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
（
九
段

校
舎
）
掲
示
板
で
紹
介
さ
れ
た
卒
業

生
の
刊
行
図
書
で
す
。

①
辰
巳
正
明（
文
36
）著『
大
伴
旅
人
』「
令

和
」を
開
い
た
万
葉
集
の
歌
人   

新
典
社

②
藪　

敏
彦
（
文
51
）
著
『
毛
詩
』
の
文

献
学
的
研
究　

―
出
土
文
献
と
の
比
較

を
中
心
に
―　

汲
古
書
院

③
小
澤
洋
子
（
文
修
36
）『
源
氏
物
語
』

―
忘
れ
得
ぬ
初
恋
と
懸
隔
の
恋　

新
典

社
④
保
科　

恵
（
文
58
）『
入
門　

平
安
文

学
の
読
み
方
』　

新
典
社　

⑤
寺
内　

進
（
文
49
）
復
刻
「
百
家
通
用

文
章
大
全
」　

素
眞
洞
編

①

②

③

④

⑤

※
こ
の
欄
の
記
事
に
つ
い
て

　

こ
の
欄
に
は
読
売
新
聞
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
４
月
30
日
朝
刊
に
掲
載
さ

れ
た
富
樫
信
浩
氏
（
新
潟
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
会
長
）
の
取
材
記
事
「
コ
ロ

ナ
に
克
つ　

８
」「
自
分
を
見
つ
め
直
す
時
間
に
」
を
読
売
新
聞
社
の
許
可
を

得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て
は
、
著
作
権

の
２
次
使
用
に
あ
た
る
た
め
Ｈ
Ｐ
上
で
は
削
除
し
て
い
ま
す
。
お
読
み
に
な
り

た
い
方
は
本
誌
第
64
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
部
活
動
の
制
限
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
の
高
校
野
球
の
見
通
し
（
春
の
選
抜
大
会
中
止
を
踏

ま
え
た
、
夏
の
大
会
の
見
通
し
等
）
や
、
野
球
部
員
の
心
構
え
等
に
つ
い
て
、

県
高
野
連
の
会
長
と
し
て
記
者
の
取
材
に
応
え
た
内
容
で
す
。

　

富
樫
信
浩
氏
は
、
二
松
學
舍
大
学
を
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
３
月
卒
業

（
52
文
）。
卒
業
後
新
潟
県
の
公
立
高
校
教
諭
。
９
５
年
に
は
、
六
日
町
高
、

２
０
０
１
年
に
十
日
町
高
で
そ
れ
ぞ
れ
部
長
と
し
て
夏
の
甲
子
園
大
会
に
出
場

に
貢
献
。
１
８
年
に
県
高
野
連
の
会
長
に
就
任
。
２
１
年
３
月
新
潟
東
高
校
長

定
年
、
４
月
新
潟
県
野
球
協
議
会
理
事
長
就
任
。
二
松
學
舍
大
学
在
学
当
時
は

軟
式
野
球
部
に
所
属
。�

�

（
松
苓
会
事
務
局　

２
０
２
２
年
11
月
）
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会
員
か
ら
の
便
り

思
い
出
す
ま
ま
に

上
田
善
達
　（
文
38
）

平
成
18
年
３
月
に
愛
媛
県
立
丹
原
高
校

で
定
年
退
職
を
迎
え
、
70
歳
ま
で
専
門
学

校
に
勤
務
し
て
い
た
。
現
在
、縁
あ
っ
て
、

中
高
一
貫
校
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
め

て
い
る
。

高
校
３
年
の
折
、
肺
結
核
で
国
立
愛
媛

療
養
所
で
療
養
生
活
を
送
っ
た
私
は
、
元

気
で
こ
の
年
齢
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
肺

結
核
は
不
治
の
病
と
言
わ
れ
て
い
た
。
医

学
の
進
歩
に
よ
り
、
生
か
さ
れ
て
き
た
。

今
は
孫
の
よ
う
な
年
齢
の
生
徒
を
相
手

に
古
典
や
剣
道
を
指
導
し
、
４
年
目
に
入

っ
た
。
24
歳
で
母
校
の
長
浜
高
校
赴
任
か

ら
、
教
員
歴
も
50
年
を
過
ぎ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
方
や
生
徒
と
先
生
に
恵
ま

れ
、
支
え
ら
れ
た
日
々
で
あ
っ
た
。

学
生
時
代
、
吟
詠
サ
ー
ク
ル
の
松
吟
会

に
所
属
し
て
い
た
。
松
吟
会
は
２
つ
の
連

盟
に
加
盟
し
て
い
た
。
全
国
学
生
詩
吟
連

盟
と
緑
村
吟
詠
会
学
生
部
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
で
先
輩
方
が
役
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
部
活

動
に
熱
中
し
た
。
そ
の
連
盟
活
動
の
経
験

が
後
に
役
立
っ
た
。

新
採
の
頃
、
生
徒
会
担
当
と
し
て
、
組

織
の
運
営
な
ど
役
員
の
指
導
に
生
か
さ
れ

た
。
ま
た
、
漢
文
の
授
業
で
は
、「
春
望
」

や
「
春
暁
」
な
ど
の
漢
詩
を
解
釈
鑑
賞
の

後
、
朗
詠
す
る
と
興
味
関
心
を
示
し
た
。

同
窓
会
な
ど
で
教
え
子
た
ち
が
懐
か
し
く

話
し
て
く
れ
る
の
は
、
教
師
冥
利
に
尽
き

る
。当

時
の
仲
間
た
ち
と
は
連
絡
を
取
り
合

っ
て
、「
緑
友
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
初
め
は
平
成
３
年
に
静
岡
で
実
施
し

た
。
そ
の
後
、
幹
事
役
を
持
ち
回
り
で
、

８
年
京
都
、
14
年
鹿
児
島
、
18
年
愛
媛
、

22
年
千
葉
、
26
年
信
州
、
28
年
熱
海
、
30

年
種
子
島
と
実
施
し
て
き
た
。

老
い
し
九
人 

南
の
島
の 
小
春
か
な

こ
れ
は
、
種
子
島
大
会
の
幹
事
国
上
明

君
の
俳
句
で
あ
る
が
、何
歳
に
な
っ
て
も
、

学
生
時
代
と
も
に
過
ご
し
、
苦
楽
を
と
も

に
し
た
仲
間
は
、
会
う
と
す
ぐ
に
満
面
の

笑
顔
で
会
話
が
弾
む
。
種
子
島
で
も
そ
う

で
あ
っ
た
。
郷
土
料
理
や
美
味
な
酒
を
飲

み
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
や
鉄
砲
館
な
ど
見
学

先
も
多
彩
で
、
癒
さ
れ
、
心
豊
か
に
な
る
、

楽
し
い
２
泊
３
日
の
旅
で
あ
っ
た
。

今
年
、
９
回
目
の
会
合
を
関
東
地
方
で

開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
早
く
終

息
し
て
、
安
心
し
て
旅
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

私
の
二
松
學
舍　
　
　
　
　

村
松
愼
介
（
号
・
太
子
）（
文
39
）

私
の
入
学
期
の

昭
和
42
年
４
月
は

加
藤
常
賢
先
生
が

学
長
だ
っ
た
。
加

藤
先
生
は
昭
和
45

年
12
月
に
出
版
さ
れ
た
、あ
の
有
名
な『
漢

字
の
起
原
』
を
執
筆
し
た
先
生
で
あ
る
。

私
の
在
学
中
、
学
長
講
義
が
必
ず
あ
り

大
き
な
教
室
が
満
員
と
な
り
、
先
生
が
恐

い
の
で
シ
ー
ン
と
し
た
中
で
講
義
が
進
め

ら
れ
、
と
て
も
わ
か
り
易
く
記
憶
に
残
る

時
間
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

私
が
専
門
と
す
る
書
道
に
と
っ
て
も
、

加
藤
先
生
の
研
究
が
頼
り
に
な
り
、
今
で

も
私
に
と
り
そ
の
『
漢
字
の
起
原
』
は
必

需
品
で
あ
る
。

二
松
學
舍
大
は
国
文
・
中
文
を
学
ぶ
場

と
し
て
有
名
だ
が
、
書
道
で
も
俊
英
を
輩

出
し
て
い
る
。
私
の
当
時
は
石
橋
犀
水
・

金
子
清
超
・
鈴
木
竹
影
先
生
が
指
導
陣
で

あ
っ
た
。

石
橋
犀
水
先
生
は
貫
名
菘
翁
研
究
で
有

名
で
手
紙
文
字
は
菘
翁
本
人
の
書
と
見
違

う
ば
か
り
の
見
事
さ
で
あ
っ
た
。

金
子
清
超
先
生
は
筆
力
を
内
に
込
め
た

清
廉
な
書
風
で
襟
を
正
さ
れ
る
書
表
現
で

あ
っ
た
。

鈴
木
竹
影
先
生
は
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

を
丹
念
に
追
及
さ
れ
温
雅
な
仮
名
の
書
に

優
れ
て
お
ら
れ
た
。

先
生
方
の
お
蔭
で
昭
和
45
年
10
月
に
開

催
さ
れ
た
栃
木
県
教
育
委
員
会
主
催
の
教

員
採
用
試
験
に
は
無
事
合
格
さ
せ
て
戴

き
、
翌
年
４
月
に
は
栃
木
県
高
等
学
校
芸

術
科
書
道
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ
と

が
で
き
、
以
来
38
年
間
５
校
の
高
校
の
書

道
教
員
を
歴
任
し
、11
年
前
定
年
退
職
後
、

「
書
・
太
子
塾
」
を
主
宰
し
て
い
る
。

私
の
書
の
師
は
（
公
財
）
独
立
書
人
団

で
活
躍
さ
れ
た
山
崎
大
抱
で
顔
真
卿
の
書

を
骨
格
と
し
て
い
る
。
私
も
顔
真
卿
を
学

ん
だ
。
と
り
わ
け
行
書
体
で
率
意
の
書
と

し
て
著
名
な
争
坐
位
稿
を
中
心
に
学
書
し

た
。そ

の
成
果
を
示
そ
う
と
、
平
成
元
年
５

月
、
40
歳
の
折
、
東
京
の
銀
座
ア
ー
ト
ホ

ー
ル
で
所
属
す
る
抱
一
会
の
企
画
と
し
て

個
展
を
開
催
し
た
。
こ
の
個
展
の
経
験
が

更
に
私
を
書
に
傾
倒
さ
せ
た
。「
生
き
る

こ
と
は
書
を
す
る
こ
と
、
書
を
す
る
こ
と

は
生
き
る
こ
と
」
と
し
て
、
相
変
わ
ら
ず

未
熟
の
ま
ま
だ
が
書
道
人
生
を
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
総
て
あ
の
二
松
の
４
年
間
が

私
の
柱
と
な
っ
て
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

（
現
在
）

　

第
15
代
栃
木
県
書
道
連
盟
会
長
／

下野新聞社発行本の題字

平成30年12月種子島の旅にて
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（
公
財
）
独
立
書
人
団
常
務
理
事
／
抱

一
会
副
理
事
長
／
毎
日
書
道
展
審
査
会

員
／
日
新
社
主
宰
／
素
敵
会
主
宰
／

書
・
太
子
塾
主
宰

人
生
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る

中
山
幸
男
（
文
46
）

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」。
私
は
65
歳
、

世
に
い
わ
れ
る
前
期
高
齢
者
・
国
民
年
金

受
給
者
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
前
に
定
年

を
迎
え
た
と
き
「
人
生
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
」
と
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
見
聞
を
広

め
る
た
め
に
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト

ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
美

術
館
・
博
物
館
巡
り
を
企
画
。
ア
メ
リ
カ

の
友
人
の
案
内
で
連
れ
合
い
と
共
に
旅
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
次
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
計
画
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ト
ッ
プ
！

私
の
住
む
町
、
埼
玉
県
深
谷
市
は
「
深

谷
ネ
ギ
」「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
（
ふ
る
さ
と

キ
ャ
ラ
）」
が
、
昨
年
「
新
壱
万
円
札
の

肖
像
・
澁
澤
榮
一
（
以
後
は
新
字
体
で
）」

の
生
誕
地
、次
期
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

を
衝
（
つ
）
く
」
の
撮
影
地
な
ど
と
楽
し

い
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
渋
沢
栄

一
記
念
館
」
に
は
、
我
母
校
の
「
第
三
代

舎
長
」
の
紹
介
と
「
学
舎
史
」
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
今
年
５
月
よ
り
、

二
松
學
舍
大
学
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
夏
目
漱
石

先
生
兄
弟
機
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
渋
沢
栄

一
・
70
歳
」
が
一
般
公
開
さ
れ
て
「
道
徳

経
済
合
一
説
（
論
語
と
算
盤
説
）」
を
肉

声
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
志
を

繋
ぐ
「
寺
子
屋
・
青
淵
（
せ
い
え
ん
）
塾
」

で
毎
週
、
小
学
生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
30

名
に
書
を
教
え
て
い
ま
す
。

「
残
り
の
人
生
は
、
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
を
育
成
し
た
い
」
と
、
昨
年
４
月
よ

り
週
４
日
、
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
で
主
任
講
師
職
と
し
て
初
任
者
、
中
堅

教
員
、
初
任
校
長
や
書
道
教
員
研
修
な
ど

の
講
義
・
指
導
等
を
担
当
し
て
後
進
の
育

成
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
市
内

の
私
立
高
校
の
書
道
部
の
生
徒
た
ち
の
指

導
も
し
て
、
様
々
な
年
齢
層
の
若
者
た
ち

と
毎
日
楽
し
く
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
書
写
書
道
教
育
連
盟
と
埼
玉
県

高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
の
元
会
長
・

顧
問
を
す
る
中
で
、
今
年
初
め
て
「
埼
玉

県
硬
筆
中
央
展
覧
会
」
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
埼
玉
県
書
き

ぞ
め
展
覧
会
」
は
誌
上
展
覧
会
と
し
て
、

ど
う
に
か
実
施
し
た
い
と
準
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
人
生
に
一
花
を
咲
か
せ
よ
う
」
と
、

今
年
８
月
25
日
～
31
日
、
埼
玉
県
立
近
代

美
術
館
の
第
一
展
示
室
、
壁
面
３
０
０
メ

ー
ト
ル
に
号
「
信
龍
」
と
し
て
、
大
作
三

人
書
展
を
し
よ
う
と
気
合
を
入
れ
て
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
年
後
の
令
和
3

年
秋
に
順
延
と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私

の
携
わ
る
教
育
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
、
防
止
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
直
面
し
た
試
練
と
し
て
受

け
止
め
、
共
存
し
な
が
ら
助
け
合
い
生
き

抜
い
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
深
谷
の

地
・
書
展
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
思
う

大
山
由
美
子
（
文
47
）

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う
」、「
目
に

物
を
言
わ
せ
る
」
な
ど
、
言
葉
に
し
な
く

て
も
目
つ
き
だ
け
で
相
手
に
感
情
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

る
。「
目
を
丸
く
す
る
」、「
目
を
三
角
に

す
る
」、「
目
を
白
黒
さ
せ
る
」
の
表
現
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
感
情
が
湧

き
、
ど
の
よ
う
な
様
子
な
の
か
が
私
達
に

は
理
解
で
き
る
。

人
間
の
顔
の
中
で
一
番
顕
著
に
感
情
が

表
わ
れ
る
の
は
口
元
で
、
感
情
を
偽
り
に

く
い
の
が
目
元
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
心

理
学
の
実
験
で
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
使
用

さ
れ
る
顔
文
字
、
い
わ
ゆ
る
絵
文
字
を
見

て
、
米
国
人
は
口
元
で
、
日
本
人
は
目
元

で
感
情
を
読
み
と
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
別
の
研
究
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々

も
米
国
人
と
同
様
に
、
口
元
の
動
き
を
重

視
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
し
い
。
意
識

的
に
口
元
は
、
一
～
二
セ
ン
チ
位
を
動
か

せ
る
が
、
目
元
は
意
思
で
動
か
せ
る
か
。

試
み
て
も
わ
ず
か
数
ミ
リ
程
度
し
か
動
か

せ
な
い
。
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
意
思
で

動
か
し
に
く
い
目
元
に
注
目
す
る
方
が
相

手
の
気
持
ち
を
読
み
と
り
や
す
い
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
マ
ス
ク

着
用
が
世
界
的
に
必
須
条
件
に
な
っ
て
い

る
が
、
海
外
の
方
々
が
な
じ
め
な
い
と
い

わ
れ
る
の
は
、
感
情
を
読
み
と
る
た
め
の

口
元
が
隠
さ
れ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
気
候
や
風
土
、
様
々
な

環
境
の
条
件
、
着
用
の
習
慣
が
あ
る
か
な

い
か
と
い
う
見
方
で
は
な
く
、
心
理
学
的

な
面
か
ら
実
験
、
研
究
分
析
し
た
結
果
か

ら
、
マ
ス
ク
着
用
に
注
目
し
て
み
る
の
も

大
変
に
興
味
深
い
。

「
三
密
」
の
作
法
が
世
の
中
に
浸
透
。

人
と
の
距
離
の
取
り
方
に
緊
張
感
が
走

る
。
不
安
と
不
自
由
を
抱
え
て
暮
ら
し
て

い
る
毎
日
だ
が
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
少

し
で
も
明
る
く
、
そ
し
て
一
日
も
早
く
心

か
ら
笑
顔
で
過
ご
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
う
。�

（
松
苓
会
本
部
常
任
幹
事
）

『
古
関
裕
而
と
二
松
學
舍
』

　

甲
子
園
の
歌
『
栄
冠
は
君
に
輝
く
』
は

古
関
裕
而
作
曲
と
し
て
夙
に
有
名
で
す
。

　

二
松
學
舍
の
学
生
歌
も
、
古
関
裕
而
作

曲
（
森
本
治
吉
元
本
学
教
授
作
詞
）
で
す
。

附
属
高
校
野
球
部
の
応
援
歌
と
し
て
、
神

宮
球
場
で
得
点
が
入
る
と
大
合
唱
す
る
。

も
ち
ろ
ん
甲
子
園
で
も
肩
を
組
ん
で
熱
唱

し
た
記
憶
は
新
し
い
。
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鵺
学
問
の
実
り

　
　
　
　
　
　
　
亀
田
一
邦
（
文
51
）

不
惑
前
で
し
ょ

う
か
、
本
格
的
に

地
方
史
の
研
究
に

手
を
染
め
た
の

は
。
以
来
、
専
門

を
活
か
し
て
幕
末
長
州
の
漢
学
や
医
学
に

的
を
絞
り
、
日
曜
史
家
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。昨

年
末
、
久
し
ぶ
り
に
本
を
出
し
ま
し

た
。『
久
坂
玄
瑞
全
訳
詩
集
』と
申
し
ま
す
。

私
の
本
拠
地
は
下
関
で
し
て
、
幕
末
の
話

題
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
高
杉
も
久
坂
も

龍
馬
も
、
４
か
国
の
連
合
艦
隊
も
幕
府
の

富
士
山
丸
も
、
み
ん
な
こ
こ
で
大
暴
れ
し

ま
し
た
。

東
行
詩
の
愛
好
者
は
多
い
の
で
す
が
、

「
久
坂
詩
の
フ
ァ
ン
だ
」
と
い
う
方
に
は

な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
玄
瑞

の
詩
は
本
当
に
拙
い
の
？
い
え
い
え
、
と

ん
で
も
な
い
。
む
し
ろ
高
杉
よ
り
上
手
な

の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
よ
。

で
は
な
ぜ
注
目
さ
れ
な
い
の
か
？
お
そ

ら
く
一
番
の
理
由
は
、
す
ら
っ
と
読
め
な

い
所
に
あ
る
よ
う
で
す
。
全
集
は
訓
読
ナ

シ
、
訳
ナ
シ
。
そ
の
う
え
誤
植
が
い
っ
ぱ

い
。
こ
れ
で
は
一
般
の
方
々
は
取
り
付
く

島
も
あ
り
ま
せ
ん
。と
い
う
訳
で
、「
下
手
」

と
の
評
価
が
定
着
し
て
い
た
た
め
で
は
な

く
、
紹
介
の
労
を
取
る
先
達
が
い
な
か
っ

た
の
が
災
い
し
た
ら
し
い
。
要
す
る
に
厄

介
な
代
物
と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
。

そ
こ
で
私
ど
も
が
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て

み
ま
し
た
。
総
ル
ビ
に
す
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
、
や
っ
と

完
成
し
た
の
が
、
本
邦
初
訳
と
な
る
本
書

で
す
。
共
著
者
の
林
田
愼
之
助
先
生
と
奮

闘
す
る
こ
と
６
年
。
さ
す
が
松
陰
が
惚
れ

込
ん
だ
若
者
、
久
坂
江
月
斎
は
実
に
強
敵

で
し
た
。

高
杉
と
久
坂
は
中
庸
の
道
に
外
れ
た

「
狂
者
」（
果
敢
に
行
動
す
る
理
想
家
）
で

す
が
、
こ
ち
ら
も
「
狂
者
」
と
な
っ
て
困

難
な
書
物
の
刊
行
に
挑
み
、
何
と
か
世
に

出
す
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
お
ま
け
に
兄

玄
機
の
詩
文
や
医
史
料
ま
で
添
え
ら
れ
た

の
で
大
満
足
で
す
。

学
祖
中
洲
師
と
松
門
の
人
々
は
縁
が
深

か
っ
た
。
高
杉
、
久
坂
と
の
関
係
は
す
で

に
有
名
で
す
。
他
に
松
陰
の
曽
孫
庫
三
は

二
松
學
舍
に
学
び
、
鳥
取
中
学
、
横
須
賀

中
学
等
の
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
し
、
山

県
有
朋
の
養
嗣
子
伊
三
郎
公
爵
も
ま
た
在

塾
し
て
お
り
ま
し
た
。

防
長
に
生
を
受
け
、
幕
末
維
新
史
を
研

究
す
る
私
も
、
母
校
の
縁
の
末
端
に
連
な

り
、
大
き
な
学
恩
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
近
況
報
告
」　  

白
濵
富
士
夫
（
文
54
）

私
は
本
学
国
文

科
を
卒
業
後
、
昭

和
62
年
４
月
に
地

元
の
私
学
佐
賀
女

子
高
等
学
校
に
赴

任
し
、
定
年
の
２
年
前
で
し
た
が
、
今
年

の
３
月
に
退
職
を
し
ま
し
た
。
こ
の
４
月

か
ら
は
佐
賀
星
生
学
園
と
い
う
高
等
専
修

学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
女
子
高
等
学
校
で
は
、
図
書
や
青

少
年
赤
十
字
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
活
動
、

そ
し
て
卓
球
部
の
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
担
任
を
外
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
３
年
の
担
任
も
数
多
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
33
年
間
の
在
職
中

に
、
い
つ
も
生
徒
の
そ
ば
に
い
て
、
生
徒

と
の
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と
で
、
教
師
と

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
の
活
動
で
は
、
募
金
活

動
・
清
掃
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
が
、
道
路
の
清
掃
活
動
で
持
ち
帰

っ
た
落
ち
葉
を
利
用
し
て
石
焼
い
も
を
つ

く
り
、
生
徒
と
は
し
ゃ
い
だ
こ
と
は
い
い

思
い
出
で
す
。
私
は
、
卓
球
の
経
験
は
全

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
赴
任
と
同
時
に

卓
球
部
の
顧
問
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

卓
球
部
は
休
部
状
態
で
し
た
が
、
２
人
の

２
年
生
の
要
望
に
応
じ
て
活
動
を
再
開
。

こ
の
時
か
ら
、退
職
の
年
ま
で
の
33
年
間
、

一
途
に
卓
球
部
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
部
員
が
０
に
な
っ
た
り
、
１
人
し

か
い
な
い
よ
う
な
状
況
が
、
何
度
も
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
最
後
ま
で
卓
球
部
の

形
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
顧
問
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。卓
球
部
の
部
員
に
は
い
つ
も「
部

活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

人
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な

っ
て
ほ
し
い
。」と
伝
え
て
い
ま
し
た
。「
部

員
が
、
将
来
幸
せ
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う

な
卓
球
部
の
活
動
に
し
た
い
。」
と
い
う

強
い
思
い
を
抱
き
、
部
員
と
本
気
で
真
剣

に
向
き
合
い
、
活
動
で
き
た
こ
と
は
、
教

師
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

私
は
数
年
前
に
、「
教
師
は
、
生
徒
の

存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
教
師
と
し
て
の
営
み

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
生
徒
の
明
る
い

笑
顔
に
、
元
気
な
挨
拶
に
、
部
活
動
や
体

育
祭
な
ど
の
学
校
行
事
で
一
生
懸
命
に
頑

張
る
姿
に
、
力
を
も
ら
い
、
辛
い
こ
と
も

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
勤
務
し
て
い
る
佐
賀
星
生
学
園

は
、
中
学
時
に
不
登
校
で
あ
っ
た
り
、
自

閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
を
有
す
る
生
徒
を

専
門
的
に
教
育
す
る
学
校
で
す
。
私
は
前

任
校
で
赴
任
当
初
か
ら
、
継
続
し
て
教
育

相
談
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
学
校
で
も
卓
球
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
卓
球
の
練
習
で
流
す
一
粒
一

粒
の
汗
が
、
生
徒
た
ち
の
未
来
の
礎
に
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、
一
緒

に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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学
生
会
員
だ
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
会
執
行
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て学

生
会
長
　
北
村
あ
ゆ
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
新
入
生
歓
迎
式
典
は
中
止
。
５
月
に

中
洲
記
念
講
堂
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
定

期
学
生
総
会
は
延
期
。
ま
た
、
６
月
に
開

催
予
定
で
あ
っ
た
九
段
祭PO

P
は
中
止
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
４
月

上
旬
に
緊
急
事
態
宣
言
が
政
府
か
ら
出
さ

れ
た
た
め
、
学
校
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
学
校
の
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
通
常
な
ら
教
室
で
対
面
し
て
会

議
な
ど
を
行
っ
て
い
た
学
生
会
執
行
委
員

会
の
活
動
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
学
生

会
役
員
も
オ

ン
ラ
イ
ン
に

慣
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な

か
っ
た
の

で

L
IN

E

、

G
o

o
g

le 
m

e
e

t

、

Zoom

、
な

ど
様
々
試
し

て
話
し
合
い

を
行
い
ま
し

た
。
最
初
は
役
員
の
顔
が
見
え
な
い
た
め

会
議
に
ち
ゃ
ん
と
参
加
し
て
い
る
の
か
、

会
議
の
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
不
安

で
し
た
。
ま
た
、
大
学
側
と
の
や
り
取
り

も
対
面
で
な
く
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
学
生
支
援
課
の
方
の
お
か
げ
で
延
期

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
定
期
学
生
総
会
を
7

月
末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
例
年
は
、
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館

中
洲
記
念
講
堂
に
て
行
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
7
月
29
日
（
水
）
か

ら
8
月
15
日

（
土
）
の
18
日

間
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
な
ど
で

例
年
と
は
違

う
様
式
を
と

っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
ま

た
準
備
に
時

間
が
か
か
り

開
催
が
遅
く

な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
お

詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
２
０
１
９
年
学
生
会
決

算
報
告
、
２
０
２
０
年
学
生
会
予
算
案
、

２
０
１
９
年
学
生
会
執
行
委
員
会
活
動
報

告
、
２
０
２
０
年
学
生
会
執
行
委
員
会
活

動
予
定
と
、
以
上
の
４
点
の
承
認
決
議
を

行
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
は
投

票
59
名
、
委
任
状
７
４
８
名
、
参
加
合

計
８
０
７
名
で
し
た
。
ま
た
学
生
総
数

２
９
７
６
名
の
う
ち
、
定
足
数
で
あ
る

５
９
５
名
以
上
の
参
加
に
よ
り
２
０
２
０

年
度
定
期
学
生
総
会
は
成
立
し
、
全
て
の

議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
生
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
皆
様
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
準
備
が
で
き
る
よ

う
、
学
生
会
執
行
委
員
会
役
員
一
同
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

�

（
国
際
経
営
学
科
2
年
）

サ
ー
ク
ル
紹
介

A
LIA

S

（
エ
イ
リ
ア
ス
）

�

堤
茜
寧
・
河
野
真
優
子

こ
ん
に
ち
は
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

A
LIA

S

で
す
。

A
LIA

S

内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

・
活
動
の
中
止

・
新
入
生
歓
迎
式
典
ス
テ
ー
ジ
の
中
止

・
外
部
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
辞
退

・
学
園
祭
ス
テ
ー
ジ
の
中
止

・
夏
合
宿
の
中
止

2
月
に
活
動
自
粛
の
要
請
を
受
け
て
か

ら
、
一
度
も
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
踊
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
予
定

オンライン会議の様子

定期学生総会
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し
て
い
た
多
く
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演
が

な
く
な
り
、
新
入
部
員
も
な
か
な
か
確
保

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
ん
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
人
にA

LIA
S

を
知
っ
て
ほ

し
い
、A

LIA
S

の
ダ
ン
ス
を
見
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に

サ
ー
ク
ル
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
！

・
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
た
説
明
会
風
動
画

の
公
開

・
過
去
の
ス
テ
ー
ジ
動
画
の
公
開

・A
LIA

S

の
日
常
の
練
習
風
景
を
撮
っ

た
動
画
の
公
開

・
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
が
自
宅
で
踊
る
ダ

ン
ス
リ
レ
ー

な
ど
で
す
。
特
に
ダ
ン
ス
リ
レ
ー
に
つ

い
て
は
、
家
の
近
く
な
ど
で
軽
く
踊
れ
る

よ
う
な
短
い
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
次
の
人
に

回
す
と
い
う
企
画
で
す
が
、
何
ヶ
月
も
踊

れ
ず
に
い
た
身
体
を
久
し
ぶ
り
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
新
し
く
踊

っ
て
い
る
姿
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
る
こ
と
も

で
き
ず
に
い
た
の
で
、A

LIA
S

を
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
も
、
メ
ン

バ
ー
の
楽
し
い
姿
を
お
見
せ
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
揃
っ
て
踊
る
こ

と
は
長
い
こ
と
で
き
ず
に
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
で
き
る
限
り
の
活
動
を
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
‼

（
堤
茜
寧　

都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
3

年
・
河
野
真
優
子　

国
文
学
科
3
年
）

松
風
短
詩
会

郡
司
和
斗

二
松
学
舎
大
学
松
風
短
詩
会
の
代
表
を

務
め
て
い
ま
す
。４
年
の
郡
司
和
斗
で
す
。

い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
春
セ

メ
中
の
当
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
い
く
つ

か
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

松
風
短
詩
会
は
、
一
般
的
に
「
歌
会
」

「
句
会
」
と
呼
ば
れ
る
、
会
員
各
自
が
自

作
の
短
歌
、
俳
句
を
持
ち
寄
っ
て
相
互
に

批
評
し
合
う
場
の
開
催
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
例
年
で
は
週
に
１
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
、
５
限
後
に
２
号
館
等
に
集
ま

っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
踏
ま

え
て
、
授
業
と
同
じ
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
で

歌
会
、
句
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
活
動

に
はW

ebex

やSkype

を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
対
面
の
歌
会
、
句
会
と
異
な
り
、

会
話
に
時
間
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
独
り

言
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
違
和
感
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ス
や
ネ
ッ
ト
環
境
の
差
に
よ
っ
て
歌
会
、

句
会
に
参
加
で
き
な
い
等
の
ハ
ー
ド
面
の

制
約
が
あ
る
の
も
否
め
な
い
こ
と
で
す
。

チ
ャ
ッ
ト
機
能
が
メ
イ
ン
の
他
ア
プ
リ
と

の
併
用
等
も
行
い
な
が
ら
、
可
能
な
限
り

会
員
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
日
々
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
完
全
リ
モ
ー
ト
に
よ
っ
て
得

た
僥
倖
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
理
的

に
合
同
開
催
が
難
し
か
っ
た
他
大
学
と
歌

会
、
句
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
春
セ
メ
中
で
は
筑
波
大
学
や
岐
阜
大

学
の
学
生
と
何
度
か
活
動
を
共
に
し
ま
し

た
が
、
普
段
と
は
違
う
刺
激
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
て
、
会
員
に
と
っ
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の
幸
運
と
し
て
、
そ
も
そ
も
当
会
の

性
質
上
、
リ
モ
ー
ト
で
も
そ
こ
ま
で
活
動

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
体
育
会
系
サ
ー
ク
ル
部
活
動
の
よ

う
に
他
者
と
接
触
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
部
活
動
の
中
で

あ
っ
て
も
、
以
前
私
が
部
長
を
務
め
て
い

た
写
真
部
の
撮
影
会
の
よ
う
に
外
出
す
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
本
当
に
利

運
と
し
か
言
え
な
い
で
す
。

と
り
と
め
も
な
く
書
い
て
き
ま
し
た

が
、
少
し
で
も
こ
の
文
章
が
何
か
の
役
に

立
て
ば
幸
い
で
す
。
も
し
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

方
に
Ｄ
Ｍ
を
く
だ
さ
い
。

�

（
国
際
政
治
経
済
学
科
4
年
）

棋
成
会

岡
部
玲
音

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス

が
封
鎖
さ
れ
、
例
年
通
り
の
活
動
が
で
き

な
い
た
め
、
現
在
は
今
ま
で
と
大
幅
に
内

容
を
変
更
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
毎
週
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
活
動
日

を
決
め
て
集
ま
り
練
習
対
局
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
練

習
対
局
が
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
定
期
で
学
外
の
道
場
な
ど

に
行
く
事
も
出
来
な
い
う
え
毎
年
参
加
し

て
い
る
学
外
の
将
棋
大
会
な
ど
も
全
て
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
、
活
動
の
大
幅
な
縮

小
な
い
し
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
状
況
は
デ
メ
リ
ッ
ト
だ

け
で
は
な
く
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
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外
出
自
粛
で
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ
と

で
、
個
人
で
将
棋
に
向
き
合
う
時
間
が
増

え
戦
法
研
究
な
ど
の
時
間
が
十
分
に
と
れ

た
こ
と
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に

よ
り
比
較
的
時
間
の
余
裕
が
生
ま
れ
た
為

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
練
習
時
間
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や

苦
手
の
克
服
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
緊
張
感
の
あ
る
対
局

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
我
が
サ
ー
ク
ル
は
構
成
員
が
少

人
数
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
活
動

で
も
ス
ム
ー
ズ
に
連
絡
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普

段
の
活
動
で
は
練
習
対
局
が
主
に
な
り
戦

法
や
棋
譜
の
研
究
は
疎
か
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
練
習
で

は
構
成
員
み
ん
な
で
一
つ
の
戦
法
に
つ
い

て
勉
強
し
た
り
、
棋
譜
を
並
べ
て
丁
寧
に

対
局
を
振
り
返
る
な
ど
の
練
習
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
充
実
し
た
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
外
の
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
で

「
今
年
は
目
先
の
棋
力
向
上
よ
り
も
、様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
で
き
る
事
を

増
や
し
て
い
こ
う
」
と
ゆ
と
り
を
持
っ
た

活
動
計
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
点
も
コ

ロ
ナ
禍
で
の
充
実
し
た
活
動
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
対
局
や
学
外

の
大
会
へ
の
出
席
、
将
棋
道
場
へ
の
参
加

な
ど
今
ま
で
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
事
を
信
じ
、
棋
力
向
上
を
目
指

し
構
成
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
国
際
政
治
経
済
学
科
２
年
）

「人材バンク」登録募集
あなたの力で、会員や大学を応援してください

会員（含学生）の求める機会に、会員の皆さまの智恵や技能を提供していただく事業を立ち上げました。登録をお願いします。

内　　容　　講義・講話・講演・指導などの講師　
　　　　　　ボランティアを基本とし、必要経費は主催者と相談により決定
登録方法　　１　松苓会事務局に、メールで「人材バンク登録票の送信」を請求
　　　　　　２　登録票と要項をデータで受け取る
　　　　　　３　登録票に入力してメール添付にて返送（実践例があれば添付）

登録申請・問い合わせ先　　松苓会事務局　〒102-8336　東京都千代田区三番町６－１６
　　　　　　　　　　　　　TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914／E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

表紙写真募集
募集対象者　二松学舎大学学部在学生
募集写真　　�年 2 回発行（9 月と 3 月）の松苓会報表

紙掲載写真
　　　　　　�会報表紙にふさわしいもの。ジャンル

は問いません。
募集期間　　�9 月発行号は 8 月末日、3 月号は 1 月末

日を締切日とします。
応募点数　　各号とも一人 1 点
応募方法　　�写真データ送信先メールアドレスに、件

名「松苓会報の表紙写真応募」と入力し、
応募者の氏名、学年、学科、連絡先（電

話番号）と写真の簡単な説明（撮影場所等を含む）
を明記し、「写真データ」を添えて送信してください。
＊応募写真は未発表のものに限ります。
＊応募写真は応募者本人のみに全ての権利（著作権

を含みます）があるオリジナル作品に限ります。
＊掲載写真撮影者には、記念品をお贈りします。
＊作品の選考・掲載に関する問い合わせは受け付け

ません。あらかじめご了承ください。
＊注意事項等詳細は、別途「募集要項」（学内メール

で通知）で確認してください。
＊送信先　E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

改革する松苓会　募　集　松苓会本部応援団

本部業務のお手伝いをお願いします。
〈事務、会報づくり、各種イベントや活動等の業務〉

ボランティアで交通費は支給
同窓会活動に、興味、意欲のある方は、お問い合わせ下さい。

問合せ先：松苓会事務局　〒102-8336　東京都千代田区三番町６－１６
　　　　　　　　 TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914／E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp
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印　　刷　㈱サンセイ

　まずは、コロナ禍にもかかわらず玉稿を頂戴した関係諸
氏に感謝申し上げます。
　論語の一節に、「道に志し、徳に據り、仁に依り、藝に游
ぶ」とある。真の道に志し、己の身に修めた徳を拠り所とし、
仁愛の情に依り添って、学芸の世界を楽しみながら、人生
を歩むことです。君子の信条、心がけです。
　ローマの哲人　セネカの言葉に「『徳』というものは、正
しいこと、良いことを行おうとする意志である」とある。
　コロナ禍は、人びとの心に知らぬ間にストレスを溜め込
んでいます。今こそ己の徳を拠り所とし、知恵と工夫によ
ってよりよく生きることが求められています。

www.nishogakusha-u.ac.jp
shourei@nishogakusha-u.ac.jp

　今号の表紙は、国文学科２年の佐々木晴香さんの作品です。
　ご本人から「九段キャンパス1号館の窓から望む、大好きな夕
焼けです。階によって見える景色が少しずつ違うため、夕焼けが
綺麗な日は、いつも階段を駆け上がっています。一日の終わりに、
こんな夕焼けを見ながら、『今日も素敵な日だったな』と一人でゆっ
くり振り返ることができます」というコメントをいただきました。

二松學舍大学（松苓会）
　ホームページ
　松苓会E-mail

針
原
孝
之
名
誉
教
授

令
和
2
年
3
月
4
日
逝
去　

享
年
79

針
原
名
誉
教
授
は
、
昭
和
48
年

4
月
に
文
学
部
専
任
講
師
と
し

て
本
学
に
着
任
。
昭
和
51
年
4
月

助
教
授
、
同
59
年
4
月
教
授
。

国
文
学
科
主
任
、
文
学
部
長
、

図
書
館
長
、
副
学
長
等
の
要
職
を

務
め
ら
れ
、
ま
た
、
学
校
法
人
の

理
事
、
評
議
員
を
務
め
ら
れ
た
。

平
成
23
年
3
月
定
年
に
よ
り
退

職
。　
　

国
文
学
演
習
、
上
代
文
学
研
究

な
ど
の
授
業
科
目
を
担
当
さ
れ

た
。

北
村　

博
氏
（
文
32
）

令
和
2
年
8
月
24
日
逝
去　

享
年
79

北
村
氏
は
、
昭
和
39
年
3
月
に

本
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
福
島
県

磐
城
第
一
高
等
学
校
に
勤
務
、
平

成
13
年
3
月
同
校
を
定
年
退
職
。

そ
の
後
も
長
く
非
常
勤
講
師
を

務
め
ら
れ
た
。

平
成
16
年
11
月
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
松
苓
会
福
島
県
支
部

長
を
務
め
ら
れ
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
の
活
躍

郡
司
和
斗
さ
ん
の
短
歌
、

朝
日
新
聞
に
掲
載

国
際
政
治
経
済
学
部
４
年
次
の
郡
司
和

斗
さ
ん
の
短
歌「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
色
の
祝
日
」

８
首
が
『
朝
日
新
聞
』（
２
０
２
０
年
6

月
17
日
夕
刊
）「
あ
る
き
だ
す
言
葉
た
ち
」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
郡
司
さ
ん
は
茨
城

県
出
身
。「
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
を
空
へ
と
放

つ
」
で
第
62
回
短
歌
研
究
新
人
賞
受
賞
。

「
ニ
ュ
ー
ス
に
母
は
」
で
第
39
回
か
り
ん

賞
受
賞
。
学
内
の
松
風
短
詩
会
所
属
（
本

誌
22
頁
参
照
）。

令
和
元
年
度
学
生
褒
賞

個
人
34
人
、
2
団
体
に

大
学
と
大
学
父
母
会
、
松
苓
会
が
合
同

で
顕
彰
し
て
い
る
令
和
元
年
度
の
学
生
褒

賞
は
、
個
人
34
人
、
２
団
体
を
表
彰
し

た
。
個
人
で
は
、
第
26
回
都
留
市
ふ
れ
あ

い
全
国
俳
句
大
会
大
賞
受
賞
の
松
浦
桜
香

さ
ん
、
第
62
回
短
歌
研
究
新
人
賞
受
賞
の

郡
司
和
斗
さ
ん
、
第
17
回
全
日
本
学
生
落

語
選
手
権
策
伝
大
賞
の
審
査
員
特
別
賞

（
準
グ
ラ
ン
プ
リ
）
受
章
の
藤
田
想
さ
ん
。

他
、
第
104
書
教
展
、
第
71
回
毎
日
書
道
展

Ｕ
23
、
第
35
回
讀
賣
書
法
展
、
第
7
回
葛

飾
柴
又
帝
釈
天
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
各
種
の
書
道
展
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
学
生
24
人
、
体
育
系
で
は
、
第
1
回

テ
ッ
ク
ボ
ー
ルJA

PA
N

 CU
P2019　

、

東
都
大
学
軟
式
野
球
春
季
・
秋
季
リ
ー
グ

戦
、
第
31
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権

大
会
、
千
葉
県
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季

大
会
で
活
し
た
学
生
合
わ
せ
て
7
人
。

団
体
は
、
第
104
回
書
教
展
で
団
体
優
秀

賞
を
受
け
た
書
道
部
と
千
葉
県
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
秋
季
選
手
権
大
会
で
女
子
団
体

Ｃ
リ
ー
グ
準
優
勝
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

2
団
体
。

寄
付
金
の
お
願
い

松
苓
会
で
は
、
会
の
発
展
の
た
め
に
会

員
の
皆
様
に
寄
付
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

松
苓
会
の
事
業
推
進
と
財
源
確
保
の
た

め
に
、
1
口
千
円
で
寄
付
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平
成
13
年
度
以
前
の
卒
業
生
の
方
へ

終
身
会
員
手
続
き
の
お
願
い

松
苓
会
の
運
営
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が

終
身
会
員
の
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
身
会
費
1
万
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

と
終
身
会
員
に
な
り
、
会
報
の
毎
回
送
付

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内
が
毎
年

届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
終
身
会
員
の
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
変
更
等
が
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

住
所
変
更
や
改
姓
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
電
話
等

で
松
苓
会
本
部
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
松

苓
会
や
大
学
か
ら
の
案
内
（
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
案
内
や
松
苓
会
報
の
送
付

等
）
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。


